
は
じ
め
に

九
世
紀
末
に
崔
致
遠
が
王
命
を
受
け
て
禅
僧
及
び
寺
院
の
功
績
を
撰
述
し
、
建

立
さ
れ
た
現
在
の
韓
国
慶
尚
南
道
河
東
に
所
在
す
る
智
異
山
雙
溪
寺
真
鑑
禅
師
碑
、

慶
尚
北
道
聞
慶
の
曦
陽
山
鳳
巌
寺
智
証
大
師
碑
、
そ
し
て
碑
の
原
型
は
残
っ
て
い

な
い
も
の
の
後
世
の
写
本
で
あ
る
『
四
山
碑
銘
』
に
そ
の
記
録
を
留
め
る
慶
尚
北

道
慶
州
の
初
月
山
大
崇
福
寺
碑
に
は
（
１
）
、
王
土
と
い
う
語
句
が
当
時
の
田
地
や
仏
法

に
関
わ
る
断
片
的
な
一
節
の
中
に
幾
度
と
な
く
登
場
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
新
羅
の
王
土
思
想
（
２
）
は
、
と
り
わ
け
田
地
の
所
有
権
の
問
題
と
関
連
し

て
早
く
か
ら
研
究
者
の
関
心
を
集
め
た
が
、
最
初
に
本
格
的
研
究
に
取
り
組
ん
だ

李
佑
成
（
３
）
・
朴
時
亨
（
４
）
両
氏
（
以
下
、
両
氏
と
記
す
）
は
、
上
記
の
碑
文
に
表
れ
る
王

土
と
公
田
の
概
念
上
の
差
異
、
及
び
公
田
と
私
有
地
（
私
田
）
の
関
係
に
注
目
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
羅
で
は
王
土
思
想
が
ひ
と
つ
の
観
念
と
し
て
存
在
す
る
こ
と

は
あ
る
も
の
の
、
現
実
的
土
地
所
有
が
王
土
思
想
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
い
う
結
論
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
羅
国
土
に
公
田
（
公
有

地
）
で
は
な
い
私
有
地
の
存
在
が
明
白
に
さ
れ
た
と
と
も
に
、
新
羅
王
土
思
想
に

つ
い
て
の
両
氏
の
見
解
も
、
多
く
の
諸
氏
に
批
判
的
に
継
承
さ
れ
な
が
ら
、
朝
鮮

土
地
制
度
史
に
関
す
る
分
野
で
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
に
至
る
（
５
）
。

し
か
し
な
が
ら
上
の
諸
研
究
で
は
、
土
地
公
有
の
理
念
的
役
割
を
為
す
王
土
思

想
の
側
面
の
み
が
関
心
の
的
と
な
っ
た
た
め
、
王
土
と
い
う
語
句
が
実
際
に
碑
文

の
中
で
如
何
な
る
意
味
を
も
ち
使
用
さ
れ
た
か
は
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
て
お
ら
ず
、

新
羅
の
王
土
思
想
を
具
体
的
に
解
明
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
両
氏
も
認
め
る

よ
う
に
、
新
羅
で
観
念
の
み
で
あ
れ
王
土
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
王
土
思
想
が

国
制
上
の
土
地
所
有
の
面
で
機
能
し
た
か
否
か
は
別
の
問
題
と
し
て
、
碑
文
に
み

ら
れ
る
王
土
そ
れ
自
体
の
考
察
が
必
須
で
あ
る
（
６
）
。
さ
ら
に
こ
こ
で
何
よ
り
注
目
し

た
い
こ
と
は
、
新
羅
の
王
土
思
想
は
そ
れ
ら
が
記
載
さ
れ
た
碑
文
の
作
成
年
代
に

拠
る
限
り
、
新
羅
時
代
を
通
し
て
最
も
国
内
外
情
勢
の
動
揺
す
る
憲
康
王
か
ら
真

聖
女
王
代
頃
に
至
る
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
時
期
に
集
中
し
て
登
場
す
る
点
に
あ

る
。

新
羅
末
期
の
王
土
思
想
と
社
会
変
動

―
崔
致
遠
の
『
四
山
碑
銘
』
の
検
討
を
中
心
に
―

近

藤

浩

一

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
号

二
〇
〇
六
年
三
月
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本
稿
で
は
、
多
く
の
資
料
的
制
約
を
伴
う
が
、
崔
致
遠
の
『
四
山
碑
銘
』
に
み

え
る
王
土
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
は
碑
文
に
み
え
る
王
土
が
、
碑
文
前
後
の
文
脈

の
中
で
如
何
な
る
意
味
で
使
用
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

る
か
を
、
両
氏
等
の
研
究
に
学
び
つ
つ
も
既
往
の
研
究
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
概

観
す
る
。
次
い
で
王
土
と
い
う
語
句
を
使
用
し
た
崔
致
遠
、
す
な
わ
ち
六
頭
品
知

識
人
の
新
羅
国
土
に
対
す
る
現
実
認
識
を
、
当
時
の
国
内
外
情
勢
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
考
察
す
る
。
最
後
に
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
新
羅
で
王
土
思
想
が
採
用
さ

れ
た
理
由
を
明
確
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
王
土
思
想
の
生
成
背
景
は
も
ち

ろ
ん
、
広
い
意
味
で
そ
れ
が
新
羅
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
等
に
つ
い
て
も
明
ら
か

に
な
る
と
考
え
る
。

一

崔
致
遠
の
『
四
山
碑
銘
』
に
み
え
る
王
土
の
性
格

大
崇
福
寺
碑
は
、
碑
文
の
記
載
内
容
に
よ
れ
ば
憲
康
王
十
二
年
（
八
八
六
）
よ

り
撰
述
さ
れ
始
め
、
定
康
王
代
を
経
て
真
聖
女
王
一
〇
年
（
八
九
六
）
頃
に
建
立

さ
れ
る
が
、
そ
の
建
立
目
的
は
憲
康
王
が
作
成
を
命
じ
た
崔
致
遠
に
よ
っ
て
次
の

資
料
１
―
�
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

資
料
１

中
和
乙
巳
年
（
八
八
五
）
秋
、
教
曰
、
善
継
其
志
、
善
述
其
事
、
永
錫
爾
類
、
在

我
而
已
、
先
朝
所
建
鵠
寺
、
宜
易
榜
、
為
大
崇
福
寺
�
、
其
持
経
開
士
、
提
綱
浄

吏
、
南
畝
以
資
供
施
、
一
依
奉
恩
故
事
、
・
・
・
、
慶
暦
景
午
年
（
八
八
六
）
春
、

顧
謂
下
臣
（
崔
致
遠
）
曰
、
礼
不
云
乎
、
銘
者
自
名
也
、
以
称
其
先
祖
之
徳
、
而

明
著
之
後
世
、
此
孝
子
孝
孫
之
心
也
、
先
朝
締
構
之
初
、
発
大
誓
願
、
金
純
行
與

若
父
肩
逸
、
嘗
従
事
於
斯
矣
、
銘
一
称
而
上
下
皆
得
、
爾
宜
譔
銘
�
、
臣
（
崔
致

遠
）
也
浪
跡
星
槎
、
偸
香
月
桂
、
・
・
・
、
今
読
郷
史
、
完
是
聖
祖
大
王
朝
（
元

聖
王
）
事
蹟
、
・
・
・
、
伏
惟
大
王
（
真
聖
女
王
）
殿
下
、
瓊
萼
聯
芳
、
璇
源
激

爽
、
体
英
坤
徳
、
纘
懿
天
倫
、
・
・
・
、
且
以
文
（
景
文
王
）
考
成
仏
宮
、
康
王

（
憲
康
王
）
施
僧
供
、
已
峻
琉
璃
之
界
、
未
刊
琬
琰
之
詞
、
申
命
瑣
才
、
俾
揺
柔

翰
�
、（「
大
崇
福
寺
碑
」）

※
（

）
の
年
号
と
人
物
名
は
、
原
文
と
は
関
係
な
く
、
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
必
要
に
応
じ
て
追
記
し
た
部
分
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
寺
に
関
与
し
た
歴
代
の
王
の
徳
業
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
携

わ
っ
た
人
々
を
後
世
に
ま
で
伝
え
残
す
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
崔
致
遠
が
直
接
言
及
す
る
箇
所
の
資
料
１
―
�
に
は
大
崇
福
寺
が
景
文
王

と
憲
康
王
・
真
聖
女
王
の
尽
力
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
こ
と
を
明
記
す
る
が
、
具
体

的
に
は
資
料
１
―
�
と
次
の
資
料
２
―
�
か
ら
、
寺
の
元
来
の
名
前
は
鵠
寺
で
あ

り
、
景
文
王
が
即
位
し
た
最
初
の
年
（
八
六
一
）
に
元
聖
王
追
善
の
た
め
に
そ
の

園
陵
に
付
属
し
て
建
立
さ
れ
、
そ
れ
を
継
承
し
た
憲
康
王
が
八
八
五
年
に
教
を
下

し
て
大
崇
福
寺
の
名
に
改
め
た
の
に
由
来
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
上
の
大
崇
福
寺
碑
の
特
徴
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
次
の
資
料
２
―

�
に
み
え
る
王
土
の
性
格
を
検
討
す
る
。
こ
の
資
料
は
他
の
ふ
た
つ
の
碑
文
と
比

較
し
て
み
て
も
、
ま
さ
に
王
土
と
い
う
語
句
が
公
田
と
相
対
す
る
か
た
ち
で
記
載

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
既
往
の
研
究
で
も
夙
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。

資
料
２

金
城
之
离
、
日
観
之
麓
、
有
伽
藍
号
崇
福
者
、
乃
先
朝
嗣
位
之
初
載
（
景
文
王
元

年
・
八
六
一
）、
奉
為
烈
祖
元
聖
大
王
園
陵
追
福
之
所
修
建
也
�
、
粤
若
稽
古
寺

之
濫
觴
、
審
新
刹
之
覆
簣
�
、
則
昔
波
珍
�
金
元
良
者
、
昭
文
王
后
之
元
舅
、
肅

貞
王
后
之
外
祖
也
、
身
雖
貴
公
子
、
心
実
真
古
人
、
始
則
謝
安
縦
賞
於
東
山
、
儼

作
歌
堂
舞
館
、
終
乃
慧
遠
同
期
於
西
境
、
捨
為
像
殿
経
台
�
、
・
・
・
、
洎
貞
元
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戊
寅
年
（
七
九
八
）
冬
、
遺
（
元
聖
王
）
教
�
穸
之
事
、
因
山
是
命
、
択
地
尤
難
、

乃
指
浄
居
、
将
安
秘
殿
、
・
・
・
、
而
莅
政
者
、
譏
曰
梵
廟
也
者
、
所
居
必
化
、

無
徃
不
諧
、
故
能
転
禍
基
為
福
場
、
百
億
劫
済
其
危
俗
、
霊
隧
也
者
、
頫
�
坤
脈
、

仰
揆
乾
心
、
必
在
苞
四
象
于
九
原
、
千
万
代
保
其
余
慶
、
則
也
法
無
住
相
、
礼
有

成
期
、
易
地
而
居
、
順
天
之
理
�
、
・
・
・
、
其
成
九
原
、
則
雖
云
王
土
、
且
非

公
田
、
於
是
、
括
以
邇
封
、
求
之
善
価
、
益
丘
隴
余
弌
百
結
、
�
稲
穀
合
二
（
７
）

千
苫
、

旋
命
所
司
、
与
王
官
之
邑
、
共
芟
榛
径
、
分
蒔
松
�
、
故
得
蕭
蕭
多
悲
風
、
激
舞

鳳
歌
鸞
之
思
、
鬱
鬱
見
白
日
、
助
盤
竜
踞
虎
之
威
�
、
且
観
其
地
、
壌
異
瑕
丘
、

境
連
暘
谷
、
・
・
・
、

（「
大
崇
福
寺
碑
」）

は
じ
め
に
王
土
に
関
連
す
る
部
分
の
要
旨
を
述
べ
れ
ば
、�
陵
（
九
原
）
を

造
っ
た
所
は
、
ま
さ
に
王
土
と
は
い
う
が
実
際
に
は
公
田
で
な
い
の
で
、
王
の
葬

地
の
付
近
一
帶
を
（
国
家
が
）
稲
穀
二
千
苫
を
出
し
て
購
入
し
た
（
８
）�
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
こ
こ
か
ら
、
こ
の
王
土
及
び
公
田
の
語
句
は
、
新
羅
国
家
（
ま
た
は
国

王
）
が
こ
の
場
所
を
王
陵
域
に
改
造
す
る
に
あ
た
り
費
用
を
出
し
て
旧
来
の
所
有

者
か
ら
直
接
土
地
を
購
入
す
る
際
に
、
そ
の
や
り
取
り
の
中
で
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
加
え
て
こ
れ
に
至
る
経
緯
と
し
て
、
こ
の
場
所
に
は
元
々
肅
貞
王
后

の
外
祖
父
で
あ
る
波
珍
�
金
元
良
が
自
身
の
別
荘
を
喜
捨
し
て
創
建
し
た
鵠
寺
が

所
在
し
て
お
り
〔
資
料
２
―
�
〕、
七
九
八
年
の
元
聖
王
が
崩
御
し
た
際
に
、
元

聖
王
の
遺
言
に
基
づ
き
風
水
地
理
上
の
吉
地
で
あ
っ
た
こ
の
地
を
、
国
家
が
葬
地

（
王
陵
）
に
決
定
し
た
の
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
垣
間
見
ら
れ
る
〔
資
料

２
―
�
〕。

こ
の
王
土
に
つ
い
て
は
、
新
羅
の
国
制
に
は
公
田
と
私
田
を
包
括
す
る
中
国
的

王
土
思
想
が
作
用
し
た
と
い
う
吉
田
孝
氏
の
見
解
は
あ
る
も
の
の
、
諸
氏
の
多
く

は
こ
の
場
合
の
王
土
と
は
観
念
的
な
も
の
で
あ
り
実
質
的
意
義
は
全
く
も
た
な
い

と
さ
れ
る
（
９
）
。
し
か
し
な
が
ら
上
の
資
料
は
、
禅
師
の
功
績
や
寺
の
発
展
を
称
え
る

美
辞
麗
句
を
並
べ
た
部
分
で
は
な
く
王
陵
に
関
わ
る
現
実
的
問
題
を
記
載
し
た
部

分
で
あ
る
た
め
、
王
土
思
想
が
元
聖
王
代
か
ら
存
在
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

碑
文
が
作
成
さ
れ
た
当
時
の
新
羅
に
は
そ
う
し
た
観
念
が
存
在
し
て
、
そ
れ
が
実

際
に
何
ら
か
の
機
能
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
既
往
の

研
究
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
な
そ
の
土
地
が
公
田
で
あ
る
か
私
田
で
あ
る
か
は
別
問

題
と
し
て
、
全
て
の
地
が
王
土
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
す
べ
き
事
実
と

い
え
よ
う
。
特
に
、
土
地
の
代
価
等
に
関
わ
る
具
体
的
状
況
を
記
載
す
る
冒
頭
に

「
其
成
九
原
則
雖
云
王
土
・
・
」
と
明
記
す
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
支
配
者
、

少
な
く
と
も
碑
文
を
作
成
し
た
崔
致
遠
に
代
表
さ
れ
る
当
代
の
知
識
人
は
、
自
身

の
国
（
新
羅
の
地
）
を
王
土
と
認
識
し
て
お
り
、
新
羅
国
土＝

王
土
と
意
識
し
て

い
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。

そ
こ
で
、
資
料
２
は
も
と
よ
り
王
土
の
性
格
を
考
察
す
る
上
で
改
め
て
注
目
さ

れ
る
の
が
、
そ
の
中
で
「
粤
若
稽
古
寺
之
濫
觴
審
新
刹
之
覆
簣
」（
資
料
２
―

�
）
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
崇
福
寺
の
建
立
過
程
及
び
元
聖
王
陵
造
成
に

関
連
す
る
資
料
２
―
�
�
�
�
は
、
碑
文
が
作
成
さ
れ
る
際
の
八
九
〇
年
前
後
に

既
往
の
来
歴
を
調
査
す
る
中
で
回
顧
さ
れ
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
点
で

あ
る
。
上
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
場
所
は
景
文
王
が
即
位
し
整
備
を
始
め

る
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
人
目
を
引
く
こ
と
は
な
く
、
碑
文
の
建
立
目
的
も
烈
祖
元

聖
大
王
を
祀
り
そ
れ
に
よ
り
景
文
王
以
後
の
新
羅
国
王
の
徳
業
を
知
ら
し
め
る
こ

と
に
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
中
に
登
場
す
る
王
土
も
当
然
そ
れ
を
補
う

も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
王
土
思
想
は
、
八
六
一
年
以
後
の

景
文
王
の
王
陵
整
備
及
び
大
崇
福
寺
（
鵠
寺
）
建
立
と
関
連
し
て
、
さ
ら
に
言
え

ば
、
詳
細
は
次
節
で
論
じ
る
が
碑
文
の
作
成
さ
れ
る
新
羅
末
に
入
り
活
動
が
顕
著

に
な
る
崔
致
遠
ら
六
頭
品
知
識
人
に
よ
り
当
時
の
国
内
外
情
勢
の
変
化
を
受
け
て
、

3
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新
た
に
生
成
さ
れ
た
と
考
え
て
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
九
世
紀

末
の
新
羅
で
は
王
土
思
想
が
充
分
に
機
能
し
て
お
り
、
そ
れ
が
王
者
の
権
威
を
示

す
何
ら
か
の
支
配
思
想
と
し
て
の
役
割
を
為
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
よ
り

重
要
な
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
を
上
の
資
料
を
通
し
て
確
認
で
き
た
意
義
は
大
き
い

と
考
え
る
。

王
土
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
ふ
た
つ
目
の
資
料
は
、
雙
溪
寺
真
鑑
禪
師
碑
で

あ
る
。
こ
の
碑
文
は
、
定
康
王
元
年
（
八
八
六
）
よ
り
撰
述
さ
れ
八
八
七
年
に
建

立
さ
れ
る
が
、
建
立
目
的
は
碑
の
名
称
か
ら
も
唐
に
渡
り
禅
宗
を
新
羅
に
伝
え
る

の
に
先
駆
的
役
割
を
な
し
た
真
鑑
禪
師
慧
昭
（
八
二
四
〜
八
五
〇
）
の
功
績
を
残

す
こ
と
に
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
碑
文
の
記
載
内
容
も
彼
に
関
連
し
た
来
歴
が
中
心
で

あ
る
が
（
１０
）
、
崔
致
遠
に
命
ず
る
と
こ
ろ
は
資
料
３
の
通
り
で
あ
る
。

資
料
３

献
康
大
王
（
憲
康
王
）、
恢
弘
至
化
、
欽
仰
真
宗
、
追
諡
真
鑑
禅
師
、
大
空
霊
塔
、

仍
許
篆
刻
、
以
永
終
誉
、
・
・
・
、
而
亀
未
載
石
、
龍
遽
天
、
今
上
（
定
康
王
）

継
興
、
�
�
相
応
、
義
諧
付
嘱
、
善
者
従
之
、
・
・
・
、
使
視
其
寺
之
所
枕
倚
、

則
以
門
臨
複
潤
、
為
対
、
乃
錫
題
為
雙
溪
焉
、
申
命
下
臣
（
崔
致
遠
）
曰
、
師
以

行
顕
、
汝
以
文
進
、
宜
為
銘
、
致
遠
排
手
曰
、
・
・
・
、

（「
真
鑑
禅
師
碑
」）

こ
の
内
容
を
み
れ
ば
、
真
鑑
禅
師
と
追
諡
し
て
雙
溪
寺
の
名
前
を
下
賜
し
た
の

も
憲
康
王
・
定
康
王
で
あ
り
、
実
際
の
真
鑑
禪
師
の
活
動
と
国
王
の
関
係
は
別
と

し
て
も
、
そ
の
作
成
目
的
が
大
崇
福
寺
碑
と
同
様
に
王
の
徳
業
を
讃
え
る
こ
と
に

あ
っ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
次
の
資
料
４
―
�
に
み
ら
れ
る
王
土
が
登
場
す
る
。

資
料
４

洎
開
成
三
年
（
八
三
八
）、
�
哀
大
王
（
閔
哀
王
）、
驟
登
宝
位
、
深
託
玄
慈
、
降

璽
書
餽
斉
費
、
而
別
求
見
願
、
禅
師
曰
、
在
勤
修
善
政
、
何
用
願
為
、
使
復
于
王
、

聞
之
愧
悟
、
以
禅
師
色
空
雙
泯
、
定
恵
倶
圓
、
降
使
賜
号
為
慧
昭
、
昭
字
避
聖
祖

廟
諱
、
易
之
也
、
仍
貫
籍
于
大
皇
龍
�
、〈
中
略
〉、
禅
師
性
不
散
樸
、
言
不
由
機
、

服
煖
縕
�
、
食
甘
糠
�
、
茅
菽
雜
糅
、
蔬
佐
無
二
、
貴
達
時
至
、
会
不
異
饌
、
門

人
以
�
腹
進
難
、
則
曰
有
心
至
此
、
雖
糲
何
害
、
尊
卑
耋
穉
、
接
之
如
一
�
、
毎

有
王
人
、
乗
馹
伝
命
、
遥
祈
法
力
、
則
曰
凡
居
王
土
而
載
仏
日
者
、
孰
不
傾
心
護

念
、
為
君
貯
福
�
、
亦
何
必
遠
汚
綸
言
於
枯
木
朽
株
、
伝
乗
之
飢
不
得
�
、
渇
不

得
飲
、
吁
可
念
也
、
或
有
以
胡
香
為
贈
者
、
則
以
瓦
載
�
灰
�
、
・
・（「
真
鑑
禅

師
碑
」）

資
料
４
は
全
体
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
真
鑑
禅
師
の
人
物
像
を
賞
賛
す
べ
く

碑
を
作
成
し
た
当
時
に
回
顧
し
て
記
載
さ
れ
た
一
節
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
王

土
の
語
を
記
載
す
る
資
料
４
―
�
と
�
は
、
彼
の
優
れ
た
品
性
を
総
括
し
た
資
料

４
―
�
に
対
し
て
よ
り
具
体
的
な
説
明
を
加
え
た
箇
所
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ

の
王
土
に
関
連
す
る
部
分
の
要
旨
を
述
べ
れ
ば
、�
王
の
使
者
（
王
人
）
が
駅
馬

（
馹
）
に
乗
り
、
遙
か
法
力
を
祈
祝
す
る
伝
命
が
到
る
た
び
ご
と
に
、
真
鑑
禅
師

は
こ
の
王
土
に
居
す
る
仏
日
を
載
せ
た
者
と
し
て
、
誰
が
王
（
君
）
の
た
め
に
護

念
、
貯
福
し
な
い
者
が
い
る
だ
ろ
う
か
と
話
し
た
�
と
い
う
内
容
に
な
り
、
さ
ら

に
は
前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
す
る
と
、
王
京
か
ら
こ
の
地
ま
で
派
遣
さ
れ
て
来
た

王
使
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
（
資
料
４
―
�
）、
こ
の
よ
う
に
話
す
こ
と
で
、
王
京

へ
の
要
請
や
皇
龍
寺
へ
の
編
入
等
（
資
料
４
―
�
）
を
丁
重
に
断
っ
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

上
の
資
料
に
み
ら
れ
る
王
土
に
つ
い
て
は
、
既
往
の
研
究
で
は
碑
の
文
脈
中
に

王
土
と
い
う
語
句
以
外
に
田
地
と
の
関
係
を
直
接
示
す
記
載
が
み
ら
れ
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
単
純
に
王
の
領
域
を
意
味
す
る
だ
け
で
そ
れ
以
上
の
特
別
な
意
味
は

4



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

な
さ
な
い
と
さ
れ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
（
１１
）
。
し
か
し

な
が
ら
大
崇
福
寺
碑
の
例
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
凡
居
王
土
而
佛
日
者
・
・

・
」
の
中
に
含
ま
れ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
そ
れ
自
体
が
一
見
し
て
こ
の
土
地
を
支
配
す

る
王
者
の
権
威
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
識
が
成
立
し
機
能
し

て
い
た
事
実
が
一
層
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
資
料
か
ら
新
た
に
窺
い
知
ら
れ

る
こ
と
は
、
王
土
と
は
王
の
法
力
が
及
ぶ
土
地
で
あ
り
、
そ
の
場
所
に
は
法
力
を

受
け
暮
す
人
（「
凡
居
王
土
而
佛
日
者
（
１２
）
」）
が
存
在
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
ま
た

こ
の
後
に
検
討
す
る
資
料
６
―
�
の
智
証
大
師
碑
で
も
、
喜
捨
さ
れ
た
土
地
を

「
・
仏
土
可
期
、
雖
曰
我
田
且
居
王
土
・
」
と
説
明
し
王
土
と
仏
土
を
並
列
に
記

載
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
王
土
と
仏
土
・
法
力
（
仏
法
）
は
一
体
の
関
係
で
機

能
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
１３
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
裏
を
返
せ
ば
、
王
の
法

力
が
及
ば
な
い
地
は
王
土
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
、
こ
こ
で
述
べ

る
王
土
と
は
極
め
て
限
定
さ
れ
た
空
間
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
、�
王
土

に
暮
し
王
に
護
念
を
傾
け
る
者
�
も
そ
こ
に
存
在
す
る
、
い
わ
ゆ
る
王
民
で
あ
る

と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
そ
の
場
所
（
新
羅
国
土
）
に
は
、
当
然
王
土
と
そ

う
で
は
な
い
土
地
を
区
別
す
る
何
ら
か
の
明
確
な
境
界
も
存
在
し
た
と
い
え
、
下

線
部
の
王
土
と
は
閉
鎖
的
な
空
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
（
１４
）
。
し
か
も
上
の

資
料
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
王
土
思
想
（
居
王
土
而
佛
日
者
）
は
、
こ
の
時
新
た
に

創
ら
れ
た
支
配
思
想
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
以
前
か
ら
新
羅
国
土＝

王
土

と
い
う
観
念
が
あ
り
そ
の
場
に
王
民
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
暮
す

人
々
な
ど
第
三
者
の
視
角
を
対
象
に
作
成
、
建
立
さ
れ
る
碑
文
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
記
載
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
鳳
巖
寺
智
證
大
師
碑
で
あ
る
が
、
こ
の
碑
文
は
憲
康
王
一
一
年
（
八
八

五
）
に
撰
述
す
る
よ
う
王
命
が
下
っ
た
も
の
の
本
格
的
に
は
真
聖
女
王
七
年
（
八

九
三
）
頃
よ
り
始
ま
り
、『
四
山
碑
銘
』
の
中
で
最
も
遅
い
景
哀
王
元
年
（
九
二

四
）
に
建
立
さ
れ
た
。

資
料
５

太
傅
王
（
憲
康
王
）
馳
�
問
疾
、
降
�
営
斉
、
不
暇
無
偏
無
頗
、
能
諧
有
卒
、
特

教
菩
薩
戒
弟
子
建
功
郷
令
金
立
言
、
慰
勉
諸
孤
、
賜
謚
智
証
禅
師
、
塔
号
寂
照
、

・
・
・
、
乙
巳
歳
（
八
八
五
）、
有
国
民
媒
儒
道
、
嫁
帝
郷
、
而
名
掛
輪
中
、
職

攀
柱
下
者
、
曰
崔
致
遠
捧
漢
后
龍
緘
、
齎
淮
王
鵠
幣
、
雖
慙
鳳
挙
、
頗
類
鶴
帰
、

上
（
憲
康
王
）
命
信
臣
清
信
者
陶
竹
陽
、
授
門
人
状
、
賜
手
教
曰
、
縷
褐
東
師
、

始
悲
西
化
、
刺
繡
衣
西
使
、
深
喜
東
還
、
不
朽
之
為
、
有
縁
而
至
、
無
恡
外
孫
之

作
、
将
酬
大
士
（
智
証
大
師
）
之
慈
、
・
・
・
、（「
智
証
大
師
碑
」）

建
立
目
的
に
つ
い
て
は
、
上
の
崔
致
遠
に
下
し
た
資
料
５
か
ら
確
認
で
き
る
よ

う
に
、
禅
宗
九
山
派
の
ひ
と
つ
曦
陽
山
門
の
開
創
に
従
事
し
た
智
證
大
師
道
憲
の

来
歴
と
国
王
と
の
関
わ
り
を
残
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
、
上
の
ふ
た
つ
の
碑
文

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
次
の
資
料
６
は
、
経
済
的
基
盤
を

中
心
に
鳳
巌
寺
の
開
創
過
程
を
説
明
す
る
一
節
で
あ
る
が
（
１５
）
、
そ
の
中
に
王
土
の
記

載
が
登
場
す
る
。

資
料
６

至
八
年
丁
亥
（
八
六
七
）、
檀
越
翁
主
、
使
茹
金
等
、
持
伽
藍
南
畝
、
曁
臧
獲
本

籍
授
之
、
為
壊
袍
伝
舎
、
俾
永
永
不
易
、
大
師
因
念
言
、
王
女
資
法
喜
、
尚
如
是

矣
、
仏
孫
味
禅
悦
、
豈
徒
然
乎
、
我
家
匪
貧
、
親
党
皆
�
、
与
落
路
行
人
之
手
、

寧
充
門
弟
子
之
膓
�
、
遂
於
乾
符
六
年
（
八
七
九
）、
捨
荘
十
二
区
田
五
百
結
、

隷
寺
焉
、
飯
孰
譏
嚢
、
粥
能
銘
鼎
、
民
天
是
頼
、
仏
土
可
期
、
雖
曰
我
田
、
且
居

王
土
、
始
資
疑
於
王
孫
韓
粲
継
宗
執
事
侍
郎
金
八
元
金
咸
�
及
正
法
大
統
釈
玄
亮
、

声
九
皐
、
応
千
里
、
贈
太
伝
献
康
大
王
、
恕
而
允
之
、
其
年
九
月
、
教
南
川
郡
統

僧
訓
弼
、
標
別
墅
画
正
場
�
、
斯
盖
外
佐
君
臣
益
地
、
内
資
父
母
生
天
、
使
続
命

5



者
興
仁
賞
歌
者
悛
過
、
檀
捨
之
是
三
焉
、（「
智
証
大
師
碑
」）

ま
ず
王
土
と
直
接
関
わ
る
資
料
６
―
�
は
、
憲
康
王
五
年
（
八
七
九
）
に
智
証

大
師
が
荘
十
二
区
田
五
百
結
を
寺
に
喜
捨
す
る
経
緯
や
、
そ
れ
に
際
し
て
な
さ
れ

た
行
政
上
の
手
続
き
等
を
具
体
的
に
説
明
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
資

料
６
―
�
で
は
、
智
証
大
師
が
上
の
土
地
を
喜
捨
す
る
に
至
る
動
機
を
説
明
す
る

が
、
智
証
が
当
時
住
持
で
あ
っ
た
賢
溪
山
安
楽
寺
に
て
未
亡
人
と
な
っ
た
王
女

（
景
文
王
の
姊
）
の
檀
越
翁
主
が
全
て
の
南
畝
と
臧
獲
（
田
地
と
奴
婢
文
書
）
を

喜
捨
し
た
行
為
に
心
を
打
た
れ
、
彼
自
身
も
こ
れ
を
決
意
し
た
様
子
を
述
べ
る
。

そ
こ
で
改
め
て
王
土
に
関
連
す
る
部
分
の
要
旨
を
述
べ
れ
ば
、�
我
田
で
は
あ

る
が
同
様
に
王
土
で
も
あ
る
の
で
、
執
事
侍
郎
金
八
元
・
金
咸
�
等
の
当
事
者
を

経
て
、
つ
い
に
は
王
（
憲
康
王
）
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
王
は
所
在
地
の

統
僧
に
命
じ
喜
捨
さ
れ
た
莊
田
に
別
墅
を
標
示
さ
せ
、
寺
院
の
所
有
の
境
界
を
明

確
に
さ
せ
た
�
と
い
う
内
容
に
な
る
。
既
往
の
研
究
で
は
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て

王
土
に
あ
る
田
地
で
あ
る
の
で
王
の
同
意
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
従
来

の
新
羅
政
府
が
寺
院
に
対
す
る
国
民
の
土
地
資
産
の
恣
意
的
寄
進
を
法
令
に
よ
り

禁
止
し
て
い
た
た
め
こ
の
際
に
も
王
の
充
可
が
必
要
と
な
っ
た
と
し
、
こ
の
王
の

充
可
と
は
ひ
と
つ
の
手
続
上
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
お
け
る
王
土
と
い
う
の
も

や
は
り
表
象
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
１６
）
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
部
分
に
つ
い
て

再
度
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、
本
来
は
禁
止
さ
れ
た
上
の
行
為
を
、
王
土
思
想
に

よ
り
新
た
に
合
理
化
さ
せ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
冒
頭

に
「
雖
曰
我
田
且
居
王
土
・
・
・
・
伝
献
康
大
王
恕
而
允
之
」
と
記
す
こ
と
に
よ

り
、
ま
ず
は
何
よ
り
王
土
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
王
の
認
可
を
得
た
こ
と
を
強
調

す
る
の
は
、
従
来
の
法
令
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
寺
院
に
土
地
や
資
産
を
恣
意
的
に

喜
捨
す
る
行
為
等
（
１７
）
を
、
王
土
と
い
う
理
由
を
付
す
こ
と
に
よ
り
新
た
に
正
当
化
さ

せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
（
１８
）

。
つ
ま
り
、
こ
の
王
土
思
想

に
は
既
往
の
法
に
違
反
し
て
も
そ
れ
を
合
理
化
さ
せ
る
だ
け
の
力
を
含
ん
で
お
り
、

そ
れ
を
使
用
す
る
側
（
国
家
）
は
王
土
と
い
う
新
た
な
支
配
思
想
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
不
可
能
と
み
ら
れ
た
行
為
も
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と

は
、
こ
の
後
で
詳
述
す
る
が
当
時
の
社
会
的
経
済
的
な
構
造
の
変
化
と
も
表
裏
の

関
係
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
新
羅
末
の
国
制
の
根
幹
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
推
察
さ
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
九
世
紀
末
の
新
羅
で
機
能
し
た
王
土
思
想
は
、
王
の
法
力

・
王
命
が
及
ぶ
地
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
表
す
内
と
外
を
区
分
す
る
境
界
認
識
を

含
み
つ
つ
、
内
の
空
間
（
新
羅
国
土
）
を
新
た
に
正
当
化
し
王
土
に
暮
す
人
々
を

王
の
下
に
再
編
さ
せ
る
支
配
思
想
と
し
て
の
側
面
が
強
い
こ
と
を
確
認
し
得
た
と

考
え
る
。
ゆ
え
に
こ
こ
で
い
う
王
土
と
は
、
無
制
限
に
広
が
る
領
域
を
指
す
の
で

は
な
く
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
支
配
領
域
を
意
味
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
本
来

の
中
国
的
王
土
概
念
（
１９
）
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
性
格
を
も
つ
王
土

観
は
、
と
り
わ
け
既
往
の
秩
序
が
変
革
す
る
時
期
に
生
成
さ
れ
積
極
的
に
受
容
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
は
王
土
思
想
が
新
羅
国
内
で
生
成
・
流
布
す
る

背
景
を
考
え
て
み
た
い
。

二

国
内
外
情
勢
の
変
化
と
六
頭
品
知
識
人
の
現
実
認
識

上
の
よ
う
な
王
土
思
想
が
表
面
化
す
る
新
羅
末
の
憲
康
王
・
定
康
王
・
真
聖
女

王
代
は
、
国
内
外
情
勢
が
大
き
く
変
動
す
る
時
期
で
あ
り
、
支
配
者
層
の
意
識
に

も
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
新
羅
に
お
け
る
王
土
思
想

の
生
成
背
景
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
『
四
山
碑
銘
』
の
撰
者
で
あ
る

崔
致
遠
ら
六
頭
品
知
識
人
及
び
当
時
の
支
配
者
層
が
、
新
羅
国
土
並
び
に
国
家
支

配
の
内
と
外
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
を
、
当
時
の
時
代
背
景
に
即
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し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

既
往
の
研
究
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
九
世
紀
後
半
の
新
羅
で
は
六
頭
品
知
識

人
、
特
に
唐
へ
の
留
学
経
験
を
も
つ
知
識
人
の
政
治
・
社
会
的
進
出
が
こ
れ
ま
で

に
な
く
顕
著
に
な
る
が
（
２０
）
、
中
で
も
崔
致
遠
（
字
は
孤
雲
、
八
五
七
―
？
）
は
国
王

に
時
務
十
余
条
を
建
議
し
、
そ
の
功
績
に
よ
り
阿
�
の
地
位
を
得
る
ま
で
に
至
る
（
２１
）
。

と
り
わ
け
崔
致
遠
の
時
務
十
余
条
建
議
は
、
真
骨
で
は
な
い
六
頭
品
の
彼
が
国
王

に
建
議
し
た
こ
と
か
ら
新
羅
の
国
家
体
制
に
根
本
的
な
変
化
を
遂
げ
た
と
い
う
李

基
白
氏
の
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
（
２２
）
、
当
時
に
お
け
る
彼
等
の
政
治
的
位
相
の
高
さ
を

窺
わ
せ
る
。
周
知
の
よ
う
に
崔
致
遠
は
、『
三
国
史
記
』
巻
四
六
列
伝
第
六
崔
致

遠
伝
に
よ
れ
ば
一
二
歳
で
入
唐
し
て
二
八
歳
の
憲
康
王
一
〇
年
（
八
八
四
）
に
新

羅
に
帰
国
す
る
ま
で
、
一
八
歳
で
唐
の
賓
貢
科
に
及
第
し
た
の
を
か
わ
き
り
に
唐

の
官
職
を
歴
任
し
、
黄
巣
の
乱
討
伐
の
際
に
は
淮
南
節
度
使
高
駢
の
従
事
官
と
し

て
軍
務
に
も
従
事
し
て
お
り
、
多
方
面
の
唐
情
勢
に
精
通
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
在
唐
経
験
を
も
ち
国
際
感
覚
に
秀
で
た
崔
致
遠
は
、

王
命
を
受
け
て
、
唐
に
送
る
真
聖
女
王
の
譲
位
文
を
は
じ
め
、
謝
嗣
位
表
、
謝
恩

表
、
表
謝
不
許
北
国
居
上
表
等
（
２３
）
の
表
を
代
作
す
る
な
ど
、
新
羅
の
外
交
業
務
を
担

う
支
配
者
層
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
崔
致
遠
が
代
作
し
て
唐
に
送
っ
た
表
に
は
、
当
時
の
新
羅
の
置
か
れ
た

立
場
を
国
内
外
情
勢
に
即
し
て
記
述
し
た
場
面
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
（
２４
）
、
ま
た

そ
れ
ら
は
作
者
で
あ
る
崔
致
遠
（
六
頭
品
知
識
人
）
の
新
羅
国
土
に
対
す
る
認
識

が
直
接
反
映
さ
れ
た
姿
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
中
で
も
新
羅
が
直
面
し
た
危
機
的

状
況
を
最
も
端
的
に
示
す
の
が
、
既
に
李
基
東
氏
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
よ
う
に
、

次
の
八
九
七
年
に
真
聖
女
王
の
代
作
を
し
て
唐
に
送
っ
た
譲
位
文
で
あ
る
（
２５
）
。

資
料
７

而
及
愚
臣
継
守
、
諸
患
併
臻
、
始
則
黒
水
侵
彊
、
会
噴
毒
液
�
、
次
及
緑
林
成
党
、

競
簸
狂
気
、
所
管
九
州
、
仍
標
百
郡
、
皆
遭
寇
火
、
若
見
劫
灰
�
、
加
復
殺
人
加

麻
、
曝
骨
加
莽
、
滄
海
之
横
流
日
甚
、
昆
岡
之
猛
焰
風
顛
、
致
使
仁
郷
、
変
為
�

国
・
・（
崔
致
遠
撰
「
譲
位
表
」『
東
文
選
』
巻
四
三
）

上
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
新
羅
の
支
配
者
層
、
少
な
く
と
も
知
識
人
は
、

黒
水
侵
彊
と
緑
林
成
党
を
新
羅
の
国
制
を
揺
る
が
す
最
も
深
刻
な
問
題
（
上
の
資

料
に
は
、「
変
為
�
国
」
と
表
現
す
る
）
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
ず
下
線
部
�
の
よ
う
に
黒
水
が
彊
域
に
浸
犯
し
毒
液
を
噴
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

数
多
く
の
黒
水
国
人
が
新
羅
国
内
の
東
北
境
に
侵
入
し
て
き
て
略
奪
行
為
等
を
ほ

し
い
ま
ま
に
し
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
黒
水
国
人
が
新
羅
東
北
境
に
侵
入
し
て
来

た
こ
と
は
、
こ
の
記
録
に
先
立
ち
、『
三
国
史
記
』
巻
一
一
憲
康
王
一
二
年
（
八

八
六
）
春
条
に
も
み
ら
れ
る
。

十
二
年
春
、
北
鎮
奏
、
狄
国
人
入
鎮
、
以
片
木
掛
樹
而
帰
。
遂
取
以
献
。
其
木
、

書
十
五
字
云
、
宝
露
国
与
黒
水
国
人
、
共
向
新
羅
国
和
通
。

上
の
史
料
の
北
鎮
が
中
央
政
府
に
奏
上
し
た
内
容
に
よ
れ
ば
、
狄
国
人
が
鎮
に

一
五
字
を
記
し
た
木
札
を
携
帯
し
て
き
て
、
新
羅
と
の
和
通
を
要
求
し
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
新
羅
政
府
の
対
応
は
記
録
が
み
ら
れ
ず
定
か
で
な
い

が
、
こ
こ
で
い
う
狄
国
人
と
は
宝
露
国
・
黒
水
国
人
と
自
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

資
料
７
―
�
の
黒
水
（
国
人
）
と
同
一
の
性
格
で
あ
ろ
う
。
彼
等
に
つ
い
て
は
、

既
往
の
研
究
で
も
渤
海
国
に
属
す
る
靺
鞨
系
の
種
族
と
す
る
見
解
と
、
安
辺
付
近

の
女
真
人
と
想
定
す
る
見
解
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
上
の
よ
う
な
形
式

の
交
渉
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
新
羅
が
こ
れ
ま
で
彼
等
と
日
常
的
な
接
触

を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
（
２６
）
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
新
羅
の
支
配
者
層
は
、

新
た
に
現
れ
た
彼
等
の
行
動
を
資
料
７
の
よ
う
に
野
蛮
と
受
け
取
り
、
そ
れ
を
国

制
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
重
大
事
件
と
し
て
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
２７
）
。
さ
ら
に
こ
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れ
に
関
連
し
て
李
基
東
氏
は
、
憲
康
王
が
北
鎮
か
ら
の
報
告
直
後
の
八
八
六
年
六

月
に
薨
去
し
た
の
も
、
こ
の
事
件
の
衝
撃
の
た
め
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
２８
）
。

そ
れ
な
ら
ば
、
当
然
そ
こ
に
は
新
羅
の
支
配
者
層
・
知
識
人
が
黒
水
人
、
広
く

言
え
ば
外
敵
の
侵
入
に
対
し
て
、
そ
れ
程
ま
で
に
野
蛮
で
畏
怖
の
対
象
と
認
識
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
社
会
状
況
な
り
背
景
な
り
が
存
在
し
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
こ
で
喚
起
さ
れ
る
の
が
、
唐
を
中
心
と
す
る
当
時
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
で
あ

る
。
と
り
わ
け
唐
国
内
で
起
き
た
王
仙
芝
・
黄
巣
の
乱
（
八
七
四
〜
八
八
四
）
は
、

唐
と
緊
密
で
国
際
的
に
も
連
帯
性
を
も
つ
新
羅
に
は
並
々
な
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た

と
推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
崔
致
遠
撰
「
謝
恩
表
」（『
東
文
選
』
巻
三
三
）
等
に

は
憲
康
王
が
黄
巣
の
乱
の
対
応
策
に
迫
ら
れ
た
様
子
を
叙
述
す
る
が
、
一
端
は
援

助
が
計
画
さ
れ
た
も
の
の
結
局
は
都
合
が
よ
く
な
い
と
い
う
理
由
で
中
止
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
既
往
の
研
究
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
以
前
の
羅
唐
関
係

は
唐
国
内
で
何
か
が
起
こ
れ
ば
新
羅
が
兵
を
派
遣
す
る
な
ど
軍
事
的
協
力
を
惜
し

む
こ
と
は
な
く
、
そ
の
過
程
で
九
世
紀
の
新
羅
で
は
唐
留
学
熱
が
最
高
潮
に
達
し
、

多
く
の
留
学
生
等
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
（
２９
）
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
黄
巣
の
乱
の
際
は
、

様
相
が
少
し
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
如
何
に
評
価
す
る
か
は
議
論
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
黄
巣
の
乱
に
よ
り
混
乱
し
た
唐
の
国
内
情
勢
が
新
羅
に

及
ぶ
の
を
恐
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
視
点
と
関
連
し
て
、
同
じ
く
崔
致
遠
ら
が
作
成
し
た
次
の
資
料
８
を

み
れ
ば
、
唐
情
勢
の
新
羅
へ
の
波
及
問
題
に
対
す
る
知
識
人
の
現
実
認
識
を
よ
り

詳
細
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

資
料
８

◎
海
印
寺
妙
吉
祥
塔
記

崔
致
遠
撰

（
前
面
）

唐
十
九
帝
中
興
之
際
、
兵
凶
二
災
西
竭
東
来
�
、
悪
中
悪
者
無
處
無
也
、
餓
殍
戦

骸
原
野
星
排
�
、
粤
有
海
印
寺
別
大
徳
僧
訓
、
�
傷
痛
于
是
、
乃
用
施
導
師
之
力
、

誘
犭
衆
之
心
、
各
捨
茅
実
一
科
、
共
成
�
甃
三
級
、
・
・
・
、
時
乾
寧
二
年
（
八

九
五
）
申
月
既
望
記

大
匠
僧
蘭
交

◎
五
台
山
寺
吉
祥
塔
詞

五
台
山
寺
吉
祥
塔
詞
除
序
、
沙
門
僧
訓
撰

（
前
面
）

自
酉
及
卯
、
一
七
年
中
、
方
圓
濁
乱
、
原
野
兵
蓬
、
人
忘
向
背
、
行
似
狼
�
、
邦

垂
傾
破
、
災
接
蓮
宮
�
、
護
国
三
宝
、
法
衆
願
同
、
交
�
禄
林
、
亡
身
嵒
叢
、
・

・
・
、
乾
寧
二
年
夷
則
建

◎
哭
緇
軍

僧
訓

（
後
面
）

濁
数
西
来
及
薛
羅
�
、
十
年
狼
豹
困
増
加
�
、
吾
師
向
覚
天
耶
出
、
弟
子
脩
仙
豈

免
魔
、
・
・
、
僧
釈
喜

書

上
の
資
料
は
、
慶
尚
南
道
陜
川
郡
の
海
印
寺
付
近
の
石
塔
跡
か
ら
出
土
し
た
四

個
の
塼
板
に
記
さ
れ
た
も
の
の
一
部
分
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
「
海
印
寺
妙
吉
祥

塔
記
」
と
総
称
さ
れ
る
（
３０
）
。
こ
の
塔
記
は
海
印
寺
を
中
心
に
周
辺
寺
院
が
合
同
で
、

八
九
五
年
七
月
に
こ
の
後
で
触
れ
る
資
料
９
に
み
え
る
よ
う
な
盗
賊
蜂
起
が
も
と

で
亡
く
な
っ
た
人
々
の
建
塔
供
養
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
下
線

部
に
は
盗
賊
蜂
起
が
横
行
し
て
新
羅
国
土
が
疲
弊
し
た
様
子
を
鮮
明
に
伝
え
る
。

中
で
も
塔
記
の
撰
者
の
崔
致
遠
や
僧
訓
ら
は
、
新
羅
国
土
が
「
悪
中
悪
者
無
處
無

也
・
・
」「
方
圓
濁
乱
原
野
兵
蓬
」
な
ど
（
資
料
８
―
�
�
�
）
と
称
さ
れ
る
に

ま
で
混
乱
し
た
原
因
を
、「
兵
凶
二
災
西
竭
東
来
」「
濁
数
西
来
及
薛
羅
」（
資
料

８
―
�
�
）
と
い
う
現
象
に
求
め
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
彼
等
知
識

人
は
、
西
側
の
災
（
黄
巣
の
乱
等
で
混
乱
し
た
唐
情
勢
）
は
そ
れ
が
一
時
的
で
あ

れ
安
定
す
れ
ば
東
側
（
新
羅
）
に
移
動
し
て
来
る
と
い
う
、
い
わ
ば
循
環
論
的
な

思
想
を
抱
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
（
３１
）
。

こ
の
よ
う
に
、
唐
国
内
の
動
揺
に
始
ま
る
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
変
化
は
、
国
際

事
情
に
詳
し
い
新
羅
の
知
識
人
・
支
配
者
層
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
、
彼
等
の
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間
に
そ
う
し
た
混
乱
か
ら
国
土
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
を
生
成
さ
せ
た
。
資
料
７

―
�
の
よ
う
に
新
羅
国
内
に
入
っ
て
来
た
黒
水
人
に
対
し
て
国
土
を
汚
す
者
と
把

握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
そ
う
し
た
意
識
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま

り
異
域
か
ら
国
家
領
域
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
排
外
的
意
識
が
顕
著
に
な
れ
ば
、

当
然
に
国
土
に
対
す
る
認
識
も
閉
鎖
性
を
強
め
る
の
で
あ
り
、
ま
ず
は
こ
の
よ
う

な
支
配
者
層
の
認
識
の
変
化
が
、
内
と
外
を
明
確
に
区
分
し
、
自
己
の
空
間
を
正

当
化
さ
せ
る
王
土
思
想
の
生
成
に
繋
が
っ
た
と
み
て
相
違
な
い
。

さ
ら
に
彼
等
の
現
実
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
国
際
的
な
変
化
の
み
で

は
な
か
っ
た
。
上
の
資
料
７
―
�
に
よ
れ
ば
黒
水
人
の
侵
入
事
件
と
並
行
し
て
、

�
次
に
緑
林
が
党
を
結
成
し
て
狂
気
を
放
つ
と
、
所
管
す
る
九
州
と
百
郡
が
、
皆

賊
の
寇
火
に
遭
い
劫
灰
を
み
た
�
と
記
す
こ
と
か
ら
、
支
配
者
層
及
び
崔
致
遠
ら

六
頭
品
知
識
人
は
、
具
体
的
に
は
次
の
資
料
９
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
で
勃
発
し

た
盗
賊
（
地
方
勢
力
）
の
蜂
起
を
も
新
羅
王
権
を
揺
る
が
す
大
事
件
と
認
識
し
て

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

資
料
９

�
三
年
、
国
内
諸
州
郡
、
不
輸
貢
賦
、
府
庫
虚
竭
、
国
用
窮
乏
。
王
発
使
督
促
。

由
是
、
所
在
盗
賊
蜂
起
。
於
是
、
元
宗
哀
奴
等
、
拠
沙
伐
州
叛
。
王
命
奈
麻
令
奇

捕
捉
。
令
奇
望
賊
塁
、
畏
不
能
進
。
村
主
祐
連
、
力
戦
死
之
。
王
下
�
斬
令
奇
、

祐
連
子
年
十
余
歳
、
嗣
為
村
主
。（『
三
国
史
記
』
巻
一
一
真
聖
女
王
三
年
〈
八
八

九
〉
条
）

�
五
年
冬
十
月
、
北
原
賊
帥
梁
吉
、
遣
其
佐
弓
裔
、
領
百
余
騎
、
襲
北
原
東
部
落

及
溟
州
管
内
酒
泉
等
十
余
郡
県
。（『
三
国
史
記
』
巻
一
一
真
聖
女
王
五
年
〈
八
九

一
〉
条
）

�
六
年
、
完
山
賊
甄
萱
拠
州
、
自
称
後
百
済
、
武
州
東
南
郡
県
降
属
。（『
三
国
史

記
』
巻
一
一
真
聖
女
王
六
年
〈
八
九
二
〉
条
）

�
八
年
春
二
月
、
崔
致
遠
進
時
務
一
十
余
条
。
王
嘉
納
之
、
拝
致
遠
為
阿
�
。
冬

十
月
、
弓
裔
自
北
原
、
入
何
瑟
羅
。
衆
至
六
百
余
人
、
自
称
将
軍
。（『
三
国
史

記
』
巻
一
一
真
聖
女
王
八
年
〈
八
九
四
〉
条
）

�
九
年
秋
八
月
、
弓
裔
撃
取
猪
是
�
川
二
郡
。
又
破
漢
州
管
内
夫
若
是
圓
等
十
余

郡
県
。（『
三
国
史
記
』
巻
一
一
真
聖
女
王
九
年
〈
八
九
五
〉
条
）

�
十
年
、
賊
起
国
西
南
。
赤
其
袴
以
自
異
。
人
謂
之
赤
袴
賊
。
屠
害
州
県
、
至
京

西
部
牟
梁
里
、
劫
掠
人
家
而
去
。（『
三
国
史
記
』
巻
一
一
真
聖
女
王
一
〇
年
〈
八

九
六
〉
条
）

ま
た
こ
う
し
た
点
は
、
既
往
の
研
究
で
も
真
聖
女
王
三
年
（
八
八
九
）
の
元
宗

・
哀
奴
の
乱
（
資
料
９
―
�
）
を
前
後
し
て
全
国
各
地
で
大
規
模
な
盗
賊
蜂
起
が

展
開
し
、
豪
族
が
台
頭
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
羅
王
権
は
地
域
社
会
に
対
す
る
統

制
を
喪
失
し
た
と
論
及
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
想
起
で
き
る
（
３２
）
。
特
に
、
資
料
９
―
�
（
３３
）

の
八
九
二
年
に
甄
萱
が
完
山
州
を
根
拠
に
後
百
濟
（
の
国
号
）
を
建
国
（
自
称
）

し
た
こ
と
は
、
支
配
者
層
の
現
実
認
識
に
多
大
な
衝
撃
を
与
え
た
と
み
て
よ
い
。

元
来
は
新
羅
の
領
域
で
あ
っ
た
所
に
後
百
済
と
い
う
異
な
る
王
権
が
樹
立
さ
れ
、

武
州
東
南
郡
県
が
外
敵
の
後
百
済
に
服
属
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
的
に
も
新

羅
国
土
が
縮
小
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
詳
細
は
触
れ
な
い
が
弓
裔
政

権
（
後
高
句
麗
）
の
樹
立
や
、
視
覚
的
に
も
新
羅
王
権
と
の
対
峙
を
明
示
す
る
赤

袴
賊
（
資
料
９
―
�
）
及
び
北
原
賊
等
の
台
頭
は
、
一
層
そ
う
し
た
方
向
に
向
か

わ
せ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
疲
弊
し
た
国
内
の
現
実
問
題
に
敏
感
に
反
応
し
た
知
識
人
・
支

配
者
層
は
、
否
応
な
し
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
新
羅
国
土
を
取
り
巻
く
内
と
外
（
境

界
）
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
え
な
く
な
り
、
彼
等
の
国
土
認
識
は
当
然
に
閉
鎖
的
に

な
っ
た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
崔
致
遠
ら
知
識
人
が
王
土
と
い
う
表
現
を
使
用
し
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た
背
景
に
は
、
上
で
述
べ
た
新
羅
王
権
が
現
実
に
直
面
し
た
国
内
支
配
の
問
題
と

表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
上
で
「
海
印
寺
妙
吉
祥
塔
記
」
を
例

に
言
及
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
知
識
人
は
国
土
が
衰
弊
す
る
要
因
を
、
国
外
情
勢

の
波
及
と
連
結
さ
せ
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
論
点
が

や
や
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
王
土
の
性
格
を
踏

ま
え
、
そ
れ
を
実
際
に
使
用
し
た
崔
致
遠
ら
六
頭
品
知
識
人
の
新
羅
国
土
に
対
す

る
現
実
認
識
を
、
当
時
の
国
内
外
情
勢
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
羅

末
に
お
け
る
王
土
思
想
の
生
成
背
景
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。

三

新
羅
末
に
お
け
る
王
土
思
想
と
国
家
支
配
の
再
建
策

そ
れ
で
は
、
当
時
の
新
羅
に
お
い
て
王
土
思
想
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
用

い
ら
れ
た
の
か
、
前
節
で
論
じ
尽
く
せ
な
か
っ
た
王
土
思
想
と
国
内
支
配
の
問
題

と
絡
め
て
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

い
わ
ゆ
る
八
八
九
年
の
元
宗
・
哀
奴
の
乱
を
詳
述
す
る
資
料
９
―
�
の
下
線
部

に
よ
れ
ば
、
国
内
の
諸
州
・
郡
が
貢
賦
を
輸
送
し
て
来
な
く
な
っ
た
た
め
に
王
都

の
府
庫
が
虚
竭
し
た
こ
と
な
ど
、
国
家
財
政
が
窮
乏
し
た
様
子
を
鮮
明
に
伝
え
る
。

さ
ら
に
そ
の
下
線
部
の
後
に
は
、
国
家
側
の
対
応
策
と
し
て
王
が
使
者
を
各
地
に

派
遣
し
催
促
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
沙
伐
州
の
元
宗
・
哀
奴
を
中
心
と
す
る
各
地
の
盗

賊
が
一
斉
に
大
規
模
な
蜂
起
を
起
こ
し
た
と
記
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
に
関
連
す

る
次
の
『
三
国
史
記
』
巻
五
〇
列
伝
第
一
〇
弓
裔
伝
を
み
れ
ば
、

見
新
羅
衰
季
、
政
荒
民
散
、
王
畿
外
州
県
、
叛
附
相
半
、
遠
近
群
盗
、
蜂
起
蟻
聚
。

盗
賊
蜂
起
の
規
模
が
王
畿
外
の
半
数
の
州
県
に
ま
で
達
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
内
の
半
数
以
上
の
地
域
が
新
羅
王
権
の
支
配
か
ら
抜
け
落
ち
、
賊
に
よ
る
半
独

立
的
な
支
配
下
に
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
賊
（
地
方
勢
力
）
が
国
家
に
対
抗
し
得
る
存
在
に
ま

で
成
長
し
た
背
景
に
は
、
蔡
雄
錫
氏
を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
研
究
で
論
じ
ら
れ

る
よ
う
に
、
何
よ
り
大
量
の
動
産
と
耕
地
の
貸
与
に
よ
り
富
を
蓄
積
し
富
豪
層
と

し
て
の
基
盤
を
も
っ
た
こ
と
に
あ
り
（
３４
）
、
獲
得
し
た
富
を
保
護
す
る
た
め
に
自
衛
力

を
身
に
付
け
、
さ
ら
に
は
地
域
共
同
体
の
秩
序
を
統
合
・
再
編
さ
せ
る
武
装
力
を

確
保
し
た
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
（
３５
）
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
高
麗
を
建
国
す
る

王
建
家
門
の
世
系
を
記
録
し
た
『
高
麗
史
』
高
麗
世
系
に
出
て
く
る
康
忠
は
、
累

千
金
の
財
産
を
も
ち
、
郡
人
と
共
に
行
動
し
郡
の
名
称
を
松
嶽
郡
に
改
名
し
て
軍

の
上
沙
粲
と
な
っ
た
と
あ
り
、
富
豪
層
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
相
応
の
軍
事
力
を
も

ち
地
域
社
会
の
秩
序
を
纏
め
上
げ
た
人
物
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
る
（
３６
）
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
九
世
紀
以
降
、
新
羅
末
に
一
層
顕
著
に
な
る
富
豪
層
の

私
的
経
済
活
動
は
百
姓
を
中
心
と
す
る
既
往
の
税
の
収
取
体
制
や
土
地
制
度
を
大

き
く
崩
壊
し
、
国
家
支
配
を
解
体
に
向
か
わ
せ
た
（
３７
）
。
そ
う
し
た
中
で
富
豪
層
は
、

武
装
化
す
る
こ
と
に
よ
り
国
家
に
税
を
納
め
る
こ
と
を
直
接
拒
否
し
て
元
宗
・

哀
奴
（
３８
）
の
よ
う
に
大
規
模
な
蜂
起
を
起
こ
し
た
り
も
し
た
が
、
こ
う
し
た
現
況
は
新

羅
王
権
か
ら
み
れ
ば
、
既
往
の
租
税
が
入
っ
て
来
な
く
な
る
た
め
に
国
家
財
政
が

圧
迫
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
国
家
存
立
の
危
機
に
も
繋
が
る

問
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
現
実
に
直
面
し
た
新
羅
国
家
に
と
っ

て
は
、
不
足
す
る
税
収
入
を
如
何
に
確
保
す
る
か
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
し
、
既
往
の
財
政
を
中
心
と
す
る
国
家
支
配
を
再
建
す
る
た
め
に
は
、
そ

れ
を
支
え
る
新
た
な
支
配
思
想
の
構
築
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。こ

の
よ
う
な
新
羅
末
の
社
会
的
経
済
的
な
変
化
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
最
初
に

性
格
を
考
察
し
た
『
四
山
碑
銘
』
に
み
ら
れ
る
王
土
思
想
は
、
生
成
背
景
に
つ
い

て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
財
政
不
足
を
中
心
に
衰
弊
す
る
国
家
秩
序
を
再
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建
す
べ
く
採
用
さ
れ
た
支
配
思
想
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
と

り
わ
け
王
土
を
田
地
の
喜
捨
や
売
買
と
の
関
連
か
ら
、
公
田
や
我
田
（
私
有
地
）

概
念
に
超
越
す
る
意
味
に
よ
り
使
用
す
る
鳳
巌
寺
智
証
大
師
碑
や
大
崇
福
寺
碑
が
、

上
に
述
べ
た
八
八
九
年
の
元
宗
・
哀
奴
の
乱
や
八
九
二
年
の
後
百
済
建
国
を
前
後

す
る
時
期
に
作
成
ま
た
は
建
立
さ
れ
た
事
実
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
喚
起
さ
せ
る
。

碑
文
を
作
成
し
た
崔
致
遠
は
、
新
羅
に
帰
国
後
は
大
山
・
富
城
・
天
嶺
諸
郡
の
太

守
等
の
地
方
官
を
長
い
間
歴
任
し
て
お
り
新
羅
の
地
域
社
会
の
実
情
に
熟
知
し
て

い
た
た
め
、
彼
の
働
き
か
け
に
拠
る
所
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
ま

た
崔
致
遠
以
外
に
も
、
当
時
の
六
頭
品
知
識
人
は
地
方
官
と
し
て
活
躍
し
た
者
が

多
く
（
３９
）
、
新
羅
の
国
運
が
最
も
犯
さ
れ
る
八
九
四
年
に
崔
致
遠
が
国
王
に
対
し
て
時

務
十
余
条
を
建
議
（
資
料
９
―
�
）
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
情
勢
に
詳
し
い
彼
等

の
認
識
の
表
明
で
あ
り
、
記
録
が
な
い
た
め
詳
細
な
内
容
は
窺
わ
れ
な
い
が
、
条

文
の
内
容
も
疲
弊
し
た
地
域
社
会
の
再
編
を
望
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
（
４０
）
。

さ
ら
に
上
の
点
を
指
摘
す
る
上
で
、
碑
文
が
建
立
さ
れ
た
所
在
地
の
地
理
的
・

歴
史
的
環
境
は
一
層
注
目
さ
れ
る
。
中
で
も
、
後
百
済
建
国
の
翌
年
（
八
九
三
）

に
作
成
が
始
ま
る
鳳
巖
寺
智
証
大
師
碑
の
位
置
す
る
尚
州
嘉
善
県
（
現
在
の
慶
尚

北
道
聞
慶
郡
加
恩
邑
院
北
里
）
は
、
新
羅
景
徳
王
代
以
前
の
加
害
県
で
あ
り
、
高

麗
時
代
に
は
高
麗
末
に
聞
慶
の
属
県
と
な
る
ま
で
加
恩
県
と
称
さ
れ
、
新
羅
国
内

で
も
早
く
か
ら
鷄
立
嶺
路
が
開
通
さ
れ
陸
上
交
通
の
要
所
と
し
て
人
々
の
往
来
が

盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
（
４１
）
。
そ
し
て
『
三
国
史
記
』
巻
五
〇
列
伝
甄
萱
伝
に
み
ら
れ

る
次
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

甄
萱
、
尚
州
加
恩
県
人
也
。
本
姓
李
、
後
以
甄
為
氏
。
父
阿
慈
介
、
以
農
自
活
後

起
家
為
将
軍
。

甄
萱
の
出
身
地
が
尚
州
加
恩
県
で
あ
り
、
甄
萱
の
父
阿
慈
介
は
こ
の
地
域
で
農
業

に
従
事
し
後
に
将
軍
と
な
っ
た
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
後
百
済
を
建
国
し
た
甄
萱

及
び
彼
の
先
祖
（
家
門
）
は
、
ま
さ
に
智
証
大
師
碑
の
所
在
す
る
慶
北
聞
慶
の
場

所
で
富
豪
と
し
て
の
基
盤
を
築
き
武
装
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
を
束
ね

る
将
軍
の
地
位
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
と
み
て
よ
い
（
４２
）
。
加
え
て
、
元
宗
・
哀
奴
が
拠

点
と
し
た
沙
伐
州
（
現
在
の
慶
尚
北
道
尚
州
郡
尚
州
邑
）
も
こ
の
尚
州
嘉
善
県
と

隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
一
帯
が
国
家
に
税
を
納
め
る
こ
と
を
拒
否
す
る

賊
勢
力
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
い
う
な
ら
ば
、
こ
の

地
域
に
は
賊
勢
力
の
活
動
を
助
長
す
る
、
国
家
支
配
が
及
ば
な
い
社
会
的
経
済
的

シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
智
証
大
師
碑
は
新
羅
の
国
家
支
配
か
ら
離
れ
た
賊
勢
力
の

活
動
拠
点
に
あ
る
場
所
に
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
場
所
に
国
王
が

命
を
下
し
て
碑
文
（
記
載
内
容
の
大
半
も
国
王
に
関
連
）
を
建
立
さ
せ
た
行
為
自

体
が
上
の
様
相
と
逆
行
し
て
い
る
と
い
え
、
碑
の
建
立
が
あ
る
意
味
で
賊
勢
力
に

対
抗
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
起
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
本
文
で
検
討
し
た

王
土
の
性
格
に
こ
う
し
た
碑
の
建
立
事
情
を
加
味
す
る
な
ら
ば
、
王
土
思
想
が
こ

の
地
域
で
担
っ
た
役
割
は
も
と
よ
り
国
家
が
そ
れ
を
採
用
し
た
理
由
が
明
確
に
な

る
と
考
え
る
。
上
に
、
智
証
大
師
碑
の
王
土
の
記
載
部
分
か
ら
は
本
来
は
禁
止
さ

れ
た
行
為
を
王
土
と
い
う
理
由
と
王
の
認
可
を
得
る
こ
と
に
よ
り
正
当
化
さ
せ
て

い
た
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
解
釈

す
れ
ば
、
賊
勢
力
（
富
豪
層
）
の
影
響
が
強
く
既
往
の
租
税
体
系
か
ら
抜
け
落
ち

た
土
地
、
言
い
換
え
れ
ば
国
家
支
配
が
及
ば
な
い
領
域
に
対
し
て
も
、
国
家
が
王

土
と
い
う
理
由
（
王
土
思
想
）
に
よ
り
囲
い
込
み
、
土
地
集
積
の
行
為
を
正
当
化

さ
せ
て
、
そ
れ
に
よ
り
新
た
な
収
取
体
系
を
確
立
し
国
家
財
政
を
再
編
す
る
こ
と

を
理
念
的
に
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
（
４３
）
。
こ
れ
に
加
え
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
大
崇

福
寺
碑
の
王
土
関
連
部
分
で
も
、
や
は
り
公
田
で
は
な
い
土
地
領
域
を
王
土
思
想
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に
よ
り
あ
る
程
度
国
家
が
強
制
力
を
発
揮
し
て
購
入
す
る
様
子
が
窺
わ
れ
た
り
、

ま
た
上
の
ふ
た
つ
の
碑
と
比
べ
て
作
成
及
び
建
立
年
代
が
や
や
早
い
も
の
の
真
鑑

禅
師
碑
の
王
土
に
つ
い
て
も
、
資
料
８
の
「
海
印
寺
妙
吉
祥
塔
記
」
に
よ
る
と
、

碑
の
所
在
す
る
智
異
山
雙
溪
寺
か
ら
近
距
離
に
あ
る
陜
川
伽
耶
山
の
海
印
寺
で
も

草
賊
蜂
起
が
止
む
事
が
な
か
っ
た
と
伝
え
る
こ
と
か
ら
、
上
の
例
と
同
様
に
衰
弊

し
た
国
家
支
配
の
再
建
を
願
い
採
用
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
新
羅
末
に
生
成
さ
れ
る
王
土
思
想
が
既
往
の
国
家
秩
序
を
超
越
す

る
支
配
思
想
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
特
質
を
解
明
す
る

上
で
注
目
し
た
い
の
が
、
具
体
的
に
は
真
鑑
禅
師
碑
の
王
土
を
検
討
し
た
際
に
詳

述
し
た
よ
う
に
、
王
土
思
想
と
仏
法
（
仏
教
）
が
一
体
の
関
係
に
よ
り
機
能
さ
れ

る
点
で
あ
る
。
ま
た
智
証
大
師
碑
に
も
、
前
述
し
た
王
土
を
強
調
す
る
資
料
６
に

続
く
形
で
次
の
よ
う
に
、

及
大
師
追
徃
化
数
年
、
有
山
�
為
野
寇
者
、
始
敢
据
輪
終
能
食
�
、
得
非
深
�
定

水
、
預
沃
魔
山
之
巨
力
与
、
使
折
臂
者
標
義
、
掘
尾
者
制
狂
、
開
発
之
是
四
焉
、

（「
智
証
大
師
碑
」）

国
家
に
抵
抗
し
た
野
寇
（
賊
）
ら
が
仏
法
（
法
輪
）
に
よ
り
寺
（
そ
の
上
に
は
、

寺
の
運
営
に
関
与
す
る
王
権
が
存
在
）
に
帰
依
し
た
様
子
を
記
録
す
る
こ
と
か
ら
、

王
土
思
想
が
仏
法
、
国
土＝

仏
土
の
理
念
に
よ
り
さ
ら
に
補
強
さ
れ
機
能
し
た
こ

と
を
鮮
明
に
物
語
る
（
４４
）
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
い
う
仏
法
（
仏
教
）
は
、
碑
の
建
立
さ

れ
た
場
所
が
禅
宗
寺
院
内
で
あ
り
記
載
内
容
の
中
心
も
禅
師
の
来
歴
で
あ
る
た
め
、

当
然
に
禅
宗
の
法
と
の
関
わ
り
が
指
摘
で
き
る
。
既
往
の
研
究
で
は
、
新
羅
の
王

土
思
想
と
禅
宗
の
思
想
的
関
係
は
も
と
よ
り
、
新
羅
末
に
国
王
の
命
に
よ
り
碑
文

が
寺
院
内
に
建
立
さ
れ
る
意
義
も
全
く
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
む
し
ろ
そ
う
し

た
点
が
新
羅
末
の
社
会
情
勢
を
象
徴
し
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
事
実
な
の
で
あ
る
。

近
年
の
新
羅
禅
宗
寺
院
の
研
究
に
よ
り
そ
の
社
会
的
意
義
が
明
確
に
さ
れ
つ
つ
あ

る
が
、
所
謂
禅
門
九
山
派
寺
院
は
新
羅
下
代
の
社
会
的
変
動
の
中
で
王
京
で
は
な

い
地
方
を
拠
点
に
成
立
し
、
経
済
的
支
援
等
の
面
で
地
方
勢
力
と
の
結
び
つ
き
を

強
め
な
が
ら
も
上
に
述
べ
た
国
王
・
真
骨
貴
族
ら
王
京
人
の
莫
大
な
援
助
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
王
京
（
中
央
）
と
地
方
の
紐
帯
の
役
割
を
な
す
施
設

で
あ
っ
た
と
い
え
る
（
４５
）
。
し
た
が
っ
て
新
羅
国
家
が
新
た
な
支
配
思
想
の
役
割
を
担

う
王
土
思
想
を
、
国
家
支
配
か
ら
離
脱
し
た
富
豪
層
ら
地
方
勢
力
の
間
に
流
布
す

る
上
で
禅
宗
寺
院
を
媒
体
と
し
た
の
は
（
４６
）
、
地
方
勢
力
と
近
い
な
が
ら
も
王
権
と
も

接
触
が
深
い
利
点
を
活
か
す
た
め
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

結
び
に
か
え
て
―
田
券
製
作
と
関
連
し
て
―

最
後
に
こ
れ
ま
で
論
及
し
た
、
新
羅
末
の
支
配
者
層
・
六
頭
品
知
識
人
ら
の
認

識
の
中
に
王
土
思
想
が
生
成
・
採
用
さ
れ
た
意
義
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、

『
四
山
碑
銘
』
が
作
成
さ
れ
る
ほ
ぼ
同
時
期
の
九
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
、

既
往
の
研
究
で
も
早
く
か
ら
そ
の
存
在
意
義
が
明
ら
か
な
田
券
が
集
中
的
に
作
成

さ
れ
る
事
実
と
の
関
連
を
簡
単
に
指
摘
し
て
、
結
び
に
か
え
よ
う
と
思
う
。

周
知
の
よ
う
に
新
羅
の
田
券
と
は
、
現
存
す
る
唯
一
の
真
聖
女
王
五
年
（
八
九

一
）
に
製
作
さ
れ
た
開
仙
寺
石
燈
記
と
、
梅
渓
曹
偉
の
「
書
海
印
寺
田
券
後
」

（『
梅
渓
集
』
所
収
）
を
指
し
て
い
う
（
４７
）
。
後
者
の
海
印
寺
田
券
は
、
曹
偉
が
一
五
世

紀
後
半
に
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た
四
三
通
の
文
書
を
記
録
に
留
め
た
こ
と
に
よ
り
伝

わ
る
も
の
で
あ
り
資
料
的
に
問
題
は
な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
買
田
庄
券

也
と
い
う
表
記
や
年
度
を
記
載
し
て
お
り
、
八
七
八
年
か
ら
八
九
五
年
と
い
う
短

期
間
に
集
中
的
に
田
券
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
４８
）
。
そ
し

て
前
者
の
全
羅
南
道
潭
陽
郡
に
所
在
す
る
開
仙
寺
石
燈
記
は
、
龍
紀
三
年
（
八
九

一
）
に
僧
侶
入
雲
が
購
入
し
た
土
地
の
永
代
保
全
を
は
か
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
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も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
の
土
地
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
（
４９
）
。

常
買
其
分
保
坪
大
業
渚
水
田
四
結

畦
□
□

□
□
□

土
南
池
宅
土
西
川

奥
水
田
十
結

畦
上
南
池
宅
土

東
令
行
土
北
同

□
東
令
行
土
西
北
同

（「
開
仙
寺
石
燈
記
」）

そ
の
中
で
も
本
稿
と
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
所
は
、
土
地
の
東
西
南
北
を
、
山

川
な
ど
の
自
然
条
件
と
並
べ
て
四
周
の
土
地
所
有
者
名
（
池
宅
、
令
行
）
に
よ
っ

て
明
確
に
表
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
四
標
（
四
至
）
表
示
は
、
四
境
界
線
に

よ
り
内
と
外
を
明
確
に
区
分
し
て
自
己
の
領
域
（
空
間
）
を
確
認
（
さ
ら
に
は
正

当
化
）
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
記
録
が
顕
在
化
す
る
こ
と
は
土
地

私
有
意
識
の
反
映
を
示
す
と
共
に
、
境
界
認
識
が
新
羅
国
内
で
か
な
り
の
度
合
い

で
成
長
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
近
い
標
識
は
、
田
券
な
ら
ず

と
も
上
の
資
料
６
―
�
や
次
の
よ
う
な
『
四
山
碑
銘
』
の
記
録
を
は
じ
め
と
す
る

新
羅
末
に
作
成
さ
れ
た
碑
文
に
も
、

於
是
、（
憲
康
王
）
遣
輶
軒
、
標
放
生
場
界
、
則
鳥
獣
悦
、
紐
銀
鉤
、
扎
聖
住
寺

題
、
則
龍
蛇
活
、
盛
事
畢
矣
、（
崔
致
遠
撰
「
万
寿
山
聖
住
寺
朗
慧
和
尚
白
月
葆

光
塔
碑
」）

上
の
田
券
が
作
成
さ
れ
る
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
国
王
が
使
者
を
派
遣
し
て
新
た
に
鳳

巌
寺
や
聖
住
寺
等
の
寺
院
の
境
界
を
明
確
に
し
た
な
ど
と
記
載
す
る
こ
と
か
ら
、

確
認
で
き
る
（
５０
）
。

新
羅
の
田
券
に
つ
い
て
は
現
在
明
ら
か
な
例
が
上
の
ふ
た
つ
し
か
な
い
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
四
標
（
四
至
）
表
示
が
新
羅
後
半
に
入
り
初
め
て
顕
在
化
し
た
と
考

え
る
に
は
無
理
が
な
く
は
な
い
。
た
だ
し
、
憲
康
王
か
ら
真
聖
女
王
代
に
か
け
て

田
券
が
集
中
し
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
自
己
と
他
の

領
域
を
明
確
に
区
分
す
る
境
界
意
識
が
よ
り
強
固
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
は
、
田
券
の
製
作
さ
れ
た
（
所
在
す
る
）
開
仙
寺
や
海
印
寺
の
地
域

が
王
土
を
記
載
す
る
『
四
山
碑
銘
』
の
所
在
地
と
社
会
的
性
格
が
酷
似
す
る
こ
と

は
、
田
券
の
製
作
と
王
土
思
想
の
採
用
・
流
布
が
連
動
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
決

し
て
偶
然
で
は
な
い
こ
と
を
強
く
立
証
す
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
当
時
の
支
配
者
層

・
知
識
人
に
と
っ
て
、
王
土
思
想
が
衰
弊
し
た
国
家
支
配
を
再
建
す
る
た
め
の
思

想
的
・
理
念
的
役
割
を
担
っ
た
と
す
れ
ば
、
田
券
の
製
作
は
そ
の
影
響
を
何
ら
か

の
形
で
受
け
た
具
体
的
様
相
と
み
て
と
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
詳
細
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
既
往
の
国
家
秩

序
に
超
越
す
る
新
た
な
支
配
思
想
と
し
て
王
土
思
想
が
生
成
・
採
用
さ
れ
た
と
す

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
た
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
新
羅
国
家
・
王
権
を
取
り
巻
く

政
治
外
交
か
ら
社
会
経
済
に
至
る
諸
問
題
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
期
に
大
き
な
変

動
を
遂
げ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
新
羅
は
そ
の
半
世
紀
後
の
九
三
五
年
に
滅
亡
す

る
が
、
王
土
思
想
の
生
成
時
期
が
そ
れ
に
向
か
う
始
ま
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
次

に
は
新
羅
滅
亡
を
視
野
に
入
れ
た
新
羅
中
世
社
会
の
性
格
解
明
と
い
う
は
な
は
だ

大
き
な
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

注（
１
）
一
六
世
紀
末
〜
一
七
世
紀
初
（
朝
鮮
宣
祖
及
び
光
海
君
の
代
）
に
中
観
海

眼
ら
が
使
用
し
て
以
来
、
本
文
の
三
つ
の
碑
と
万
寿
山
聖
住
寺
朗
慧
和
尚
白

月
葆
光
塔
碑
を
ひ
と
つ
に
合
わ
せ
て
、『
四
山
碑
銘
』
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
る
（
詳
細
は
下
の
著
書
を
参
照
）。
な
お
本
稿
で
の
『
四
山
碑
銘
』
の
原

文
及
び
注
釈
は
、
李
佑
成
校
訳
『
新
羅
四
山
碑
銘
』（
亜
細
亜
文
化
社
、
一

九
九
五
）
の
該
当
部
分
に
従
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
黄
寿
永
編
『
韓
国
金

石
文
総
覧
（
上
）』（
亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
七
六
）、
韓
国
古
代
社
会
研
究

所
編
『
訳
註
韓
国
古
代
金
石
文
（
第
三
巻
）』（
駕
洛
国
史
蹟
開
発
研
究
院
、
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一
九
九
二
）
等
が
あ
る
。

（
２
）
言
う
ま
で
も
な
い
が
王
土
思
想
と
は
、
中
国
の
「
溥
天
之
下
、
莫
非
王
土
、

率
土
之
浜
、
莫
非
王
臣
」
と
い
う
『
詩
経
』
の
一
節
か
ら
出
た
語
句
で
あ
り
、

そ
れ
以
後
こ
の
語
句
は
、『
左
伝
』
等
の
中
で
王
の
権
威
を
示
す
表
現
と
し

て
一
層
強
調
さ
れ
る
。
い
う
な
ら
ば
、
此
土
の
俗
権
を
掌
握
す
る
頂
点
に
国

王
を
置
き
、
現
実
世
界
の
土
地
と
人
民
は
そ
の
国
王
が
統
治
す
る
と
い
う
支

配
思
想
で
あ
る
。
な
お
詳
細
は
、
平
中
苓
次
「
王
土
思
想
の
考
察
」（『
中
国

古
代
の
田
制
と
税
法
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
七
）・
堀
敏
一
「
中
国
の

律
令
制
と
農
民
支
配
」（『
律
令
制
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
及
古
書
院
、
一
九
九

四
）
等
を
参
照
。

（
３
）
李
佑
成
「
新
羅
時
代
の
王
土
思
想
と
公
田
」（『
趙
明
基
博
士
華
甲
紀
念
仏

教
史
学
論
叢
』、
一
九
六
五
；
後
に
『
韓
国
中
世
社
会
研
究
』
一
朝
閣
、
一

九
九
一
に
所
収
）。
ま
た
李
佑
成
「
高
麗
の
永
業
田
」（『
歴
史
学
報
』
二
八
、

一
九
六
五
；
後
に
上
の
著
書
に
所
収
）
も
同
様
な
趣
旨
を
扱
う
論
稿
で
あ
る
。

（
４
）
朴
時
亨
「
統
一
新
羅
時
代
の
封
建
的
土
地
制
度
の
発
展
」『
朝
鮮
土
地
制
度

史
（
上
）』（
科
学
院
出
版
社
、
一
九
六
〇
）。

（
５
）
代
表
的
な
も
の
は
、
吉
田
孝
「「
律
令
国
家
」
と
「
公
地
公
民
」」「
編
戸
制

・
班
田
制
の
構
造
的
特
質
」（『
律
令
国
家
と
古
代
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九

八
三
）・
浜
中
昇
「
高
麗
の
公
田
と
私
田
」（『
朝
鮮
古
代
の
経
済
と
社
会
』

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
）・
金
三
守
「
三
国
遺
事
に
出
て
き
た
所
有

権
事
例
に
関
す
る
考
察
」（『
法
史
学
研
究
』
第
七
号
、
一
九
八
三
）・
金
基

興
「
統
一
新
羅
の
租
・
調
」（『
新
羅
及
び
統
一
新
羅
税
制
の
研
究
―
社
会
変

動
と
関
連
し
て
―
』
歴
史
批
評
社
、
一
九
九
一
）・
李
喜
寛
「
農
民
の
土
地

所
有
及
び
経
営
と
彼
等
の
社
会
経
済
的
地
位
」（『
統
一
新
羅
土
地
制
度
研

究
』
一
潮
閣
、
一
九
九
九
）・
李
仁
哲
「
貴
族
の
経
済
基
盤
と
農
民
生
活
」

「
私
的
土
地
所
有
関
係
の
展
開
」（『
新
羅
政
治
経
済
史
研
究
』
一
志
社
、
二

〇
〇
三
）
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

（
６
）
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
日
本
古
代
中
世
史
の
分
野
で
は
王
土
思
想
に
つ

い
て
、
河
音
能
平
「
王
土
思
想
と
神
仏
習
合
」（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
４

古
代
４
』、
一
九
七
六
；
『
中
世
封
建
社
会
の
都
市
と
農
村
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
四
）
以
後
、
最
近
の
三
谷
芳
幸
「
律
令
国
家
の
山
野
支
配
と

王
土
思
想
」（『
笹
山
晴
生
編

日
本
律
令
制
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
三
）
に
至
る
ま
で
、
多
様
な
側
面
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

も
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
学
ん
だ
が
、
勝
浦
令
子
「
古
代
に
お
け
る
禁
猟
区

政
策
」（『
古
代
史
論
叢
下
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
）・
伊
藤
喜
良

「
王
土
王
民
・
神
国
思
想
」（『
日
本
中
世
の
王
権
と
権
威
』
思
文
閣
史
学
叢

書
、
一
九
九
三
）・
村
井
章
介
「
王
土
王
民
思
想
と
九
世
紀
の
転
換
」（『
思

想
』
八
四
七
、
一
九
九
五
）・
木
村
茂
光
『
国
風
文
化
の
時
代
』（
青
木
書
店
、

一
九
九
七
）・
木
村
茂
光
「
１０
世
紀
の
転
換
と
王
朝
国
家
」（『
日
本
史
講
座

３
中
世
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
）・
佐
藤
弘
夫
「
中
世
仏

教
に
お
け
る
仏
土
と
王
土
」（『
神
・
仏
・
王
権
の
中
世
』
法
蔵
館
、
一
九
九

八
）
が
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
本
文
の
該
当
部
分
で
再
度

注
記
す
る
。

（
７
）
周
知
の
よ
う
に
、
大
崇
福
寺
碑
は
現
存
し
な
い
も
の
の
そ
の
跡
地
と
み
ら

れ
る
場
所
か
ら
は
い
く
つ
か
の
碑
片
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
李
佑
成
校
訳

「
大
崇
福
寺
碑
の
注
一
二
八
」（『
新
羅
四
山
碑
銘
』）
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
版

本
と
写
本
で
は
こ
の
字
を
「
二
」
字
と
記
載
す
る
も
、
崔
南
柱
氏
が
発
見
し

た
碑
片
に
は
一
を
示
す
「
弌
」
字
と
す
る
と
指
摘
す
る
。
な
お
本
文
で
は
、

李
佑
成
校
訳
上
の
著
書
に
従
い
表
記
し
た
。

（
８
）「
益
丘
隴
余
弌
百
結
�
稲
穀
合
二
千
苫
」
の
部
分
は
、
二
百
余
結
の
田
地
を
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陵
に
与
え
そ
こ
か
ら
稲
穀
二
千
苫
を
税
と
し
て
徴
収
し
陵
の
守
護
費
に
充
て

た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
李
佑
成
注
（
３
）
の
論
文
が
指
摘
す
る

よ
う
に
�
と
は
報
償
（
代
価
）
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
二
百
余
結
の
田
地

を
購
入
す
る
た
め
に
稲
穀
二
千
苫
を
支
払
っ
た
と
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
二
百
余
結
の
具
体
的
内
容
は
、「
共
芟
榛
径
分
蒔
松
�
・
・
蕭
蕭
多

悲
風
・
・
鬱
鬱
見
白
日
」
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
そ

れ
ら
は
松
林
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
三
谷
芳
幸
注
（
６
）
の
論
文
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
山
野
支
配
と
王
土
思
想
の
関
連
か
ら
も
考
察
が
必
要
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
問
題
は
今
後
の
課
題
と
し
て
置
き
た
い
。

（
９
）
注
（
３
）・（
４
）・（
５
）
の
各
論
文
を
参
照
。

（
１０
）
真
鑑
禅
師
の
来
歴
並
び
に
彼
の
禅
思
想
に
つ
い
て
は
、
金
福
順
「
真
鑑
禅

師
の
生
涯
と
仏
教
思
想
に
関
す
る
研
究
」（『
韓
国
古
代
仏
教
史
研
究
』
民
族

社
、
二
〇
〇
二
）
を
参
照
。

（
１１
）
注
（
３
）・（
４
）・（
５
）
の
各
論
文
を
参
照
。

（
１２
）
資
料
中
に
み
え
る
王
の
使
者
で
あ
る
「
王
人
」
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
で
あ

ろ
う
。

（
１３
）
日
本
中
世
の
例
で
は
あ
る
が
佐
藤
弘
夫
注
（
６
）
の
論
文
に
よ
る
と
、
日

本
の
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
展
開
す
る
天
台
・
真
言
の
仏
教
は
、
そ
の
地
を

統
治
す
る
世
俗
の
権
力
者
の
存
在
（
国
王
）
を
否
定
・
妨
害
し
な
か
っ
た
た

め
、
仏
教
徒
側
も
此
土＝

仏
土
と
い
う
理
念
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
抵
抗
な

く
王
土
思
想
を
受
容
し
得
た
と
い
う
。
な
お
佐
藤
弘
夫
注
（
６
）
の
論
文
は
、

仏
教
の
伝
統
的
理
念
で
あ
る
国
土
即
仏
土
論
と
王
土
思
想
の
関
係
を
三
類
型

に
分
け
具
体
的
に
論
及
し
て
い
る
。

（
１４
）
村
井
章
介
注
（
６
）
の
論
文
・
同
「
九
世
紀
日
本
の
国
際
意
識
と
国
家
意

識
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
六
、
二
〇
〇
一
）
は
、
日
本
中
世
の
王
土
思
想
の

も
つ
閉
鎖
的
側
面
を
強
調
す
る
。
上
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
王
土
と
は
そ
の
地

に
暮
す
王
民
の
生
活
す
る
空
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
王
化
が
及
ば
な
い
化
外

と
の
関
係
か
ら
規
定
さ
れ
る
空
間
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
１５
）
曦
陽
山
門
の
開
創
に
関
わ
る
諸
問
題
は
、
崔
柄
憲
「
新
羅
下
代
禅
宗
九
山

派
の
成
立
―
崔
致
遠
の
四
山
碑
銘
を
中
心
に
―
」（『
韓
国
史
研
究
』
七
、
一

九
七
二
）
を
参
照
。

（
１６
）
注
（
３
）・（
４
）・（
５
）
の
各
論
文
を
参
照
。
こ
こ
で
は
李
佑
成
氏
の
見

解
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

（
１７
）
例
え
ば
寺
院
の
建
立
や
私
財
の
喜
捨
を
禁
じ
た
記
事
は
、『
三
国
史
記
』
文

武
王
四
年
（
六
六
四
）
八
月
一
四
日
条
及
び
『
三
国
史
記
』
哀
荘
王
七
年

（
八
〇
六
）
春
三
月
条
が
あ
る
。

（
１８
）
日
本
中
世
の
例
で
は
あ
る
が
河
音
能
平
注
（
６
）
の
論
文
は
、
支
配
思
想

と
し
て
の
王
土
概
念
（
中
世
的
王
土
思
想
）
が
律
令
制
支
配
体
制
の
解
体
の

進
む
な
か
で
形
成
さ
れ
成
熟
し
て
く
る
様
子
を
、
社
会
的
経
済
的
な
変
化
に

注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
詳
細
に
論
及
し
て
お
り
、
参
照
さ
れ
る
。
具
体
的
に

は
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
に
僧
真
紹
が
、
律
令
の
原
則
を
犯
し
て
俗
人
た
る

藤
原
朝
臣
關
雄
の
東
山
の
住
宅
を
買
得
し
こ
れ
を
禅
林
寺
と
す
る
際
に
「
誠

欲
報
先
帝
之
鴻
恩
果
区
之
至
願
、
夫
普
天
之
下
莫
不
王
地
、
所
作
之
功
徳
皆

悉
資
国
王
大
臣
」（『
日
本
三
代
実
録
』
貞
觀
五
年
（
八
六
三
）
九
月
六
日

條
）
と
述
べ
て
、
こ
の
不
法
行
為
を
王
土
思
想
に
よ
り
合
理
化
さ
せ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
窺
わ
れ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
天
皇
の
た
め
に
成
し
得
た

こ
と
は
た
と
え
そ
れ
が
律
令
を
犯
す
行
為
で
あ
っ
て
も
、
王
土
上
の
事
で
あ

れ
ば
許
容
さ
れ
た
と
い
う
。

（
１９
）
注
（
２
）
を
参
照
。
加
え
て
吉
田
孝
注
（
５
）
の
論
文
は
、
大
崇
福
寺
碑

の
王
土
関
連
部
分
を
資
料
的
根
拠
に
、
新
羅
に
は
早
く
か
ら
中
国
的
王
土
思
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想
が
継
受
さ
れ
て
い
た
と
す
る
が
、
本
文
で
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
上

の
碑
文
記
事
は
新
羅
時
代
の
特
徴
と
い
う
よ
り
は
、
新
羅
末
の
新
た
な
現
象

と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
２０
）
李
基
白
「
新
羅
骨
品
体
制
下
の
儒
教
的
政
治
理
念
」（『
新
羅
思
想
史
研

究
』
一
潮
閣
、
一
九
八
六
）・
李
基
東
「
新
羅
下
代
賓
貢
及
第
者
の
出
現
と

羅
唐
文
人
の
交
驩
」（『
新
羅
骨
品
制
社
会
と
花
郎
徒
』
一
潮
閣
、
一
九
八

四
）・
申
�
植
「
羅
末
麗
初
の
宿
衛
学
生
」（『
韓
国
古
代
史
の
新
研
究
』
一

潮
閣
、
一
九
八
四
）
等
が
そ
の
先
駆
的
研
究
で
あ
り
、
全
基
雄
「
新
羅
政
治

社
会
の
動
揺
と
六
頭
品
知
識
人
」「
羅
末
麗
初
知
識
人
階
層
の
形
成
」（『
羅

末
麗
初
の
政
治
社
会
と
文
人
知
識
層
』
慧
眼
、
一
九
九
六
）
は
、
こ
の
時
期

の
六
頭
品
知
識
人
の
活
動
を
論
及
し
た
専
論
で
あ
る
。

（
２１
）『
三
国
史
記
』
巻
一
一
真
聖
女
王
八
年
（
八
九
四
）
二
月
条
。
崔
致
遠
の
思

想
や
政
治
的
立
場
を
論
じ
た
研
究
成
果
は
多
い
が
、
崔
英
成
『
崔
致
遠
の
思

想
研
究
』（
亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
九
〇
）・
李
在
云
『
崔
致
遠
研
究
』（
百

山
資
料
院
、
一
九
九
九
）
は
そ
の
専
論
で
あ
る
。
ま
た
浜
田
耕
策
等
『
崔
致

遠
撰
「
桂
苑
筆
耕
集
」
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
平
成
一
三
〜
一
四
年
度

九
州
大
学
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
拠
点
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
―
２
研
究

成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
三
）
は
、
彼
に
関
連
す
る
研
究
成
果
を
年
度
別
に
整

理
す
る
。

（
２２
）
李
基
白
注
（
２０
）
の
論
文
。

（
２３
）『
東
文
選
』
巻
四
三
及
び
巻
三
三
。
詳
し
く
は
、
李
在
云
注
（
２１
）
の
著
書

を
参
照
。

（
２４
）
注
（
２１
）
の
著
書
以
外
に
は
、
李
基
東
「
新
羅
下
代
の
王
位
継
承
と
政
治

過
程
」
注
（
２０
）
の
著
書
・
浜
田
耕
策
「
唐
朝
に
お
け
る
渤
海
と
新
羅
の
争

長
事
件
」（『
新
羅
国
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）
な
ど
を
参
照
。

（
２５
）
李
基
東
注
（
２０
）
の
論
文
。

（
２６
）
李
成
市
「
八
世
紀
新
羅
・
渤
海
関
係
の
一
視
角
―
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
長

人
記
事
の
再
検
討
―
」（『
東
ア
ジ
ア
の
国
家
と
民
族
』
岩
波
書
店
、
一
九
九

八
）。

（
２７
）
同
時
期
の
日
本
で
は
、
新
羅
賊
の
侵
攻
を
主
と
す
る
外
圧
が
貴
族
の
対
外

意
識
を
変
化
さ
せ
た
と
い
う
（
鈴
木
靖
民
「
遣
唐
使
の
停
止
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」『
古
代
対
外
関
係
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
・
保
立

道
久
『
黄
金
王
国
―
東
ア
ジ
ア
と
平
安
日
本
―
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
）。

（
２８
）
李
基
東
注
（
２４
）
の
論
文
。

（
２９
）
李
基
東
注
（
２０
）
の
論
文
。
権
悳
永
『
古
代
韓
中
外
交
史
―
遣
唐
使
研
究

―
』（
一
潮
閣
、
一
九
九
七
）
は
、
そ
の
関
係
記
録
を
集
め
た
専
論
で
あ
る
。

（
３０
）
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
鄭
炳
三
「
海
印
寺
妙
吉
祥
塔
誌
」（『
訳
註
韓
国

古
代
金
石
文
（
第
三
巻
）』）・
河
日
植
「
海
印
寺
田
券
と
妙
吉
祥
塔
記
」

（『
歴
史
と
現
実
』
二
四
、
一
九
九
七
）
を
参
照
。
な
お
『
新
増
東
国
輿
地
勝

覧
』
巻
三
一
咸
陽
郡
名
宦
条
に
よ
る
と
、
塔
記
を
作
成
し
た
崔
致
遠
が
以
前

に
こ
の
地
域
の
地
方
官
で
あ
る
天
嶺
郡
太
守
を
歴
任
し
た
こ
と
も
伝
え
る
。

（
３１
）
河
日
植
注
（
３０
）
の
論
文
及
び
李
在
云
注
（
２１
）
の
著
書
を
参
照
。

（
３２
）
李
純
根
『
新
羅
末
地
方
勢
力
の
構
成
に
関
す
る
研
究
』（
ソ
ウ
ル
大
学
校
博

士
学
位
論
文
、
一
九
九
二
）・
蔡
雄
�
「
新
羅
下
代
の
社
会
変
動
と
富
豪
層

の
登
場
」（『
高
麗
時
代
の
国
家
と
地
方
社
会
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
、
二

〇
〇
〇
）
及
び
、
韓
国
古
代
史
学
会
編
『
新
羅
末
高
麗
初
の
政
治
社
会
変

動
』（
図
書
出
版
、
一
九
九
四
）
所
収
の
各
論
文
を
参
照
。
ま
た
申
虎
�

「
豪
族
の
総
合
的
理
解
」『
後
三
国
時
代
豪
族
研
究
』（
図
書
出
版
、
二
〇
〇

二
）
は
、
新
羅
末
の
豪
族
に
対
す
る
既
往
の
研
究
成
果
の
論
点
を
項
目
別
に

整
理
す
る
。
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（
３３
）『
三
国
史
記
』
巻
五
〇
列
伝
第
一
〇
甄
萱
伝
に
は
、
こ
れ
に
関
わ
る
よ
り
詳

細
な
記
録
が
み
ら
れ
る
。

（
３４
）『
三
国
史
記
』
巻
一
〇
興
徳
王
三
年
（
八
二
八
）
四
月
条
に
�
漢
山
州
瓢
川

県
で
妖
人
が
立
て
た
速
富
之
術
に
多
く
の
人
が
惑
わ
さ
れ
た
�
と
い
う
記
事

が
あ
る
よ
う
に
、
地
方
勢
力
の
富
に
対
す
る
欲
求
は
九
世
紀
前
半
の
興
徳
王

代
頃
か
ら
社
会
的
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
趙
仁
成
「
新
羅

末
農
民
反
乱
の
背
景
に
対
す
る
一
試
論
」『
新
羅
末
高
麗
初
の
政
治
社
会
変

動
』
図
書
出
版
、
一
九
九
四
）。
な
お
新
羅
の
富
豪
層
の
性
格
を
考
察
す
る

上
に
お
い
て
も
、
日
本
中
世
の
事
例
で
あ
る
が
彼
等
の
経
済
基
盤
が
土
地
で

は
な
く
動
産
に
依
拠
し
た
こ
と
な
ど
を
究
明
し
た
戸
田
芳
実
「
中
世
成
立
期

の
所
有
と
経
営
に
つ
い
て
」（『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
岩
波
書
房
、

一
九
六
七
）
の
研
究
は
大
い
に
参
照
さ
れ
よ
う
。

（
３５
）
蔡
雄
�
注
（
３２
）
の
論
文
。
蔡
雄
�
氏
に
よ
れ
ば
、
富
豪
層
・
地
方
勢
力

は
仏
教
を
媒
体
と
し
た
香
徒
を
基
盤
に
自
衛
組
織
を
形
成
・
運
営
す
る
場
合

が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
３６
）
蔡
雄
�
注
（
３２
）
の
論
文
は
、
上
の
康
忠
以
外
に
も
同
様
な
性
格
を
も
つ

富
豪
層
の
事
例
を
集
め
、
そ
の
概
要
を
整
理
し
て
い
る
。
康
忠
を
は
じ
め
王

建
家
門
の
勢
力
基
盤
に
つ
い
て
は
、
鄭
清
柱
「
王
建
の
成
長
と
勢
力
形
成
」

（『
新
羅
末
高
麗
初
豪
族
研
究
』
一
潮
閣
、
一
九
九
六
）
に
詳
細
な
記
述
が
み

ら
れ
る
。

（
３７
）
李
喜
寛
「
統
一
新
羅
土
地
制
度
の
特
質
―
特
に
国
家
の
農
民
支
配
の
側
面

か
ら
―
」
注
（
５
）
の
著
書
・
崔
根
泳
「
新
羅
分
裂
と
後
三
国
成
立
の
背

景
」（『
統
一
新
羅
時
代
の
地
方
勢
力
研
究
』
図
書
出
版
、
一
九
九
〇
）
及
び
、

注
（
３２
）
の
諸
氏
の
論
文
を
参
照
。
こ
う
し
た
点
の
具
体
的
な
解
明
に
は
、

木
村
茂
光
注
（
６
）
の
論
文
や
佐
藤
泰
弘
「
荘
園
制
と
都
鄙
交
通
」（『
日
本

史
講
座
３
中
世
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
）
を
は
じ
め
と
す

る
、
日
本
中
世
の
社
会
経
済
史
の
豊
富
な
研
究
成
果
も
参
照
さ
れ
よ
う
。

（
３８
）
憶
測
を
述
べ
れ
ば
元
宗
・
哀
奴
と
い
う
人
物
は
、
某
奴
と
い
う
名
前
か
ら

み
て
、
元
々
百
姓
で
は
な
く
奴
婢
身
分
で
あ
っ
た
者
が
（
金
寿
泰
「
注

（
３４
）
趙
仁
成
の
論
文
の
討
論
」）、
新
羅
末
の
社
会
変
動
の
中
で
富
を
蓄
え
、

国
家
を
脅
か
す
勢
力
に
ま
で
成
長
を
遂
げ
た
最
も
良
い
例
で
は
な
か
ろ
う
か

と
考
え
る
。

（
３９
）
全
基
雄
注
（
２０
）
の
論
文
・
崔
根
泳
注
（
３７
）
の
論
文
に
詳
し
い
。

（
４０
）
全
基
雄
注
（
２０
）
の
論
文
は
、
時
務
十
余
条
の
内
容
を
諸
資
料
と
の
比
較

を
通
し
て
具
体
的
に
復
元
し
よ
う
と
す
る
。

（
４１
）
徐
栄
一
「
鷄
立
嶺
路
」（『
新
羅
陸
上
交
通
史
研
究
』
学
景
文
化
社
、
一
九

九
九
）。

（
４２
）
申
虎
�
「
甄
萱
の
出
身
と
社
会
的
進
出
」（『
後
百
済
甄
萱
政
権
研
究
』
一

潮
閣
、
一
九
八
三
）・
金
寿
泰
「
後
百
済
甄
萱
政
権
の
成
立
と
農
民
」（『
百

済
研
究
』
二
九
、
一
九
九
九
）・
洪
承
基
「
高
麗
時
代
の
農
民
と
国
家
」

（『
高
麗
社
会
経
済
史
研
究
』
一
潮
閣
、
二
〇
〇
一
）
を
参
照
。

（
４３
）
注
（
１８
）
で
述
べ
た
よ
う
に
日
本
中
世
の
場
合
、
王
土
思
想
は
律
令
制
支

配
が
動
揺
す
る
の
に
伴
い
形
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
河
音
能
平

注
（
６
）
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
中
世
国
家
が
王
土
思
想
を
採
用
し
た

理
由
と
し
て
、
国
家
の
国
衙
を
媒
介
と
し
た
公
田
支
配
体
制
が
別
名
制
の
成

立
や
荘
園
の
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
る
の
に
従
い
、
国
衙
領
・
荘
園

を
問
わ
ず
平
均
に
賦
課
す
る
�
天
下
一
同
の
公
役
、
国
内
平
均
の
所
課
�
と

よ
ば
れ
た
中
世
的
な
国
家
的
租
税
（
一
国
平
均
役
）
を
実
行
す
る
た
め
に
、

新
し
い
租
税
を
支
え
る
理
念
の
役
割
を
担
い
得
る
支
配
思
想
の
構
築
が
必
要

で
あ
っ
た
た
め
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
中
世
に
お
け
る
王
土
思
想
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の
採
用
は
、
崩
れ
か
け
つ
つ
あ
る
国
家
財
政
の
確
保
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う

が
、
さ
ら
に
木
村
茂
光
注
（
６
）
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
王
朝
国
家
は

王
土
思
想
に
も
と
づ
い
て
国
家
的
課
役
か
ら
逃
れ
て
い
た
富
豪
層
を
公
役
に

取
り
込
み
、
公
田
支
配
の
再
編
を
実
行
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
詳
細
な
検

討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
本
文
で
論
及
す
る
新
羅
末
期
の
王
土
思
想

と
も
共
通
す
る
側
面
が
多
い
と
考
え
る
。

（
４４
）
仏
土
と
王
土
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
（
１３
）
で
簡
単
に
述
べ
た
の
で
そ

れ
を
参
照
。
ま
た
河
音
能
平
注
（
６
）
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
王
土
概
念
は
仏

法
と
車
の
両
輪
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
王
法
と
表
裏
一
体
を
な

し
得
た
と
指
摘
す
る
。

（
４５
）
�
凡
煥
『
新
羅
禅
宗
研
究
―
朗
慧
無
染
と
聖
住
山
門
を
中
心
に
―
』（
一
潮

閣
、
二
〇
〇
一
）
及
び
、
金
福
順
「
新
羅
下
代
仏
教
界
の
動
向
」
注
（
１０
）

の
著
書
・
近
藤
浩
一
「
九
世
紀
中
葉
・
聖
住
寺
と
新
羅
王
京
人
の
西
海
岸
進

出
」（『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
に
関
す
る
文
献
校
訂
お
よ
び
基
礎
的
研
究
』
平

成
一
三
年
度
〜
平
成
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
成
果
報
告

書
、
二
〇
〇
五
）
を
参
照
。
ま
た
当
時
、
王
京
（
中
央
）
に
あ
る
華
厳
宗
寺

院
と
の
間
で
頻
繁
な
交
流
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
崔

源
植
「
新
羅
下
代
の
海
印
寺
と
華
厳
宗
」『
韓
国
史
研
究
』
四
九
、
一
九
八

五
）。

（
４６
）
周
知
の
よ
う
に
、
既
往
の
王
権
と
最
も
深
い
関
係
に
あ
っ
た
の
は
華
厳
宗

で
あ
る
（
金
福
順
『
新
羅
華
厳
宗
研
究
』
民
族
社
、
一
九
九
〇
）。

（
４７
）
田
券
と
は
、
土
地
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
・
質
入
な
ど
土
地
所
有
権
の
移

転
あ
る
い
は
変
動
の
際
に
、
そ
の
こ
と
を
明
示
し
て
所
有
を
守
る
た
め
に
作

ら
れ
る
証
書
で
あ
る
。
旗
田
巍
「
新
羅
・
高
麗
の
田
券
」（『
朝
鮮
中
世
社
会

史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
二
）
は
、
新
羅
の
田
券
を
本
格
的

に
扱
っ
た
先
駆
的
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
研
究
成
果
は
、
鄭
早
苗
「
開

仙
寺
石
燈
記
」（『
朝
鮮
学
報
』
一
〇
七
、
一
九
八
三
）・
李
泰
鎮
「
畦
田

考
」（『
韓
国
社
会
史
研
究
』
知
識
産
業
社
、
一
九
八
六
）・
河
日
植
注

（
３０
）
の
論
文
等
が
あ
る
。

（
４８
）
年
度
が
明
ら
か
な
も
の
は
、
八
八
〇
・
八
八
二
・
八
八
五
・
八
九
一
・
八

九
四
年
で
あ
る
（
河
日
植
注
（
３０
）
の
論
文
）。

（
４９
）
釈
文
及
び
資
料
的
性
格
は
、
鄭
早
苗
注
（
４７
）
の
論
文
を
参
照
。
こ
の
資

料
中
に
は
金
入
宅
の
ひ
と
つ
池
宅
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
往
の

諸
研
究
で
も
真
骨
貴
族
の
経
済
的
基
盤
を
示
す
具
体
的
な
事
例
と
し
て
頻
繁

に
引
用
さ
れ
た
。
な
お
前
半
部
の
表
記
に
よ
れ
ば
、
開
仙
寺
石
燈
は
上
の
資

料
の
石
刻
に
先
立
ち
、
咸
通
九
年
（
八
六
八
）
に
景
文
王
・
文
懿
皇
后
・
大

娘
主
（
真
聖
女
王
）
ら
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。

（
５０
）
ま
た
、
智
証
大
師
碑
の
中
に
は
「
防
後
為
基
、
起
瓦
簷
四
柱
以
壓
之
、
鋳

鉄
仏
二
体
以
衛
之
」
と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
四
方
に
塀
を
敷
き
そ
の

中
を
仏
力
で
保
護
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
と

同
様
に
寺
の
境
界
を
新
た
に
明
示
す
る
類
例
の
ひ
と
つ
に
含
め
て
考
え
て
も

よ
い
だ
ろ
う
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
東
京
大
学
布
施
学
術
基
金
並
び
に
、
平
成
一
七
年
度
笹
川
科

学
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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